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まちづくりを
市
政
推
進
の

基
本
的
な
考
え
方

２
月
24
日
に
開
会
さ
れ
た
平
成
29
年
第
１
回
名
寄
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
加
藤
市
長
が
平
成

29
年
度
の
市
政
運
営
の
方
針
に
つ
い
て
、
小
野
教
育
長
が
平
成
29
年
度
の
教
育
行
政
運
営
の
方
針

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。(

本
紙
に
は
概
要
を
掲
載
し
ま
す
）

民
間
会
社
的
発
想
で
の
行
財
政
運
営

1
人
口
減
少
、
普
通
交
付
税
の
段
階
的
な
縮
減
な
ど
に
よ
り
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
く
と
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
明
確
な
政
策
目
標
を
立
て
、
コ
ス

ト
意
識
を
持
ち
、
適
切
な
事
業
の
選
択
・
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

名
寄
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
や
、名
寄
市
総
合
計
画(

第
２

次)

に
お
い
て
新
た
に
掲
げ
た
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、成
果

指
標(

Ｋ
Ｐ
Ｉ)

を
掲
げ
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
進
捗
管
理
を
行
い
、
施

策
を
磨
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
「
名
寄
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
47
年
度
ま
で
に
公
共
施
設
の
総
延

床
面
積
を
13
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
目
標
値
を
設
定
し
ま
し
た
。
目
標
達
成
に

向
け
、住
み
や
す
く
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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昨
年
は
、
旧
風
連
町
と
旧
名
寄
市
が
合
併
し
て
10
年
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
、
ま
た
、
名
寄
市
立
大
学
に
お
い
て
は
、
開
学

10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
は
、
こ
の
た
び
策
定
し
ま
し
た
名
寄
市
総
合
計
画

(

第
２
次)

を
中
心
に
、
今
後
10
年
、
本
市
の
目
指
す
べ
き
姿
に
近

づ
い
て
い
け
る
よ
う
、
さ
ら
に
そ
の
先
も
見
据
え
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
課
題
を
解
決
し
、
明
る
く
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

総合計画の内容は､
今月号(４月号)と同
時配布の「名寄市総
合計画(第２次)ダイ
ジェスト」にわかり
やすく紹介していま
す。ぜひご覧くださ
い。

※本編は、市役所企
画課(名寄庁舎３
階)または市ホー
ムページなどで閲
覧することができ
ます。

▲ダイジェスト▲本編

市政推進の基本的な考え方

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は
市
民
で
あ
り
、
主
体
的
、
能
動
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
す
る｢

名
寄
市
自
治
基
本
条
例｣

に
基
づ
き
、パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
や
各
種
説
明
会
な
ど
を
通
じ
、
市
民
と
の
意
見
交
換
や

そ
の
反
映
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

名
寄
市
立
大
学
に
つ
い
て
は
、
国
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
お
い
て
も
、
地
域
を
担
う
人
材
育
成
・
知
の
拠
点
と
し
て
の
地
方
大
学
の
振

興
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
道
北
地
域
の
知
の
拠
点
・
名
寄
市
の
財
産
の
一

つ
と
し
て
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
と
連
携
し
た
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、｢

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
化｣

に
つ
い
て
は
、
合
宿
・
大
会
な
ど
の
誘

致
も
増
加
し
、
雪
・
寒
さ
を
強
み
と
し
た
取
り
組
み
が
形
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
本
市
の｢

名
寄
の
冬
を
楽
し
く
暮
ら
す
条
例｣

の
目

的
で
あ
る
「
雪
や
寒
さ
を
活
か
し
て
、
冬
の
生
活
を
よ
り
暮
ら
し
や
す
く
、
楽

し
い
も
の
に
す
る
こ
と
」
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
一
体

と
な
り
な
が
ら
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
、
こ
の
３
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
の
も
と
、
新
た
な
総
合
計
画
を
施
策

の
基
本
と
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
り
、
効
果
的
、
効
率
的
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
こ
の
名
寄
を
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

地
域
の
宝
・
財
産
・
特
色
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
た

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
ま
ち
づ
く
り

３ま
と
め

次の10年に向け明るく元気な

名寄市総合計画(第２次)が
策定されました

さ
ら
な
る
市
民
参
加
と
よ
り
わ
か
り
や
す
い

行
政
運
営
・
情
報
公
開

2
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豊かな文化を育むまちづくり

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
教
育
基
本
法
が
目
指
す
教
育
の
目
的

や
目
標
に
基
づ
き
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
告
示
に
向
け
た
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
12
月
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は
「
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
学
習

指
導
要
領
等
の
改
善
及
び
必
要
な
方
策
等
に
つ
い
て
」
の
答
申
に

お
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
作
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
が
、
社

会
や
世
界
に
向
き
合
い
関
わ
り
合
い
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
開
い

て
い
く
た
め
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
と
は
何
か
、
教
育
課
程

に
お
い
て
明
確
化
し
育
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、｢

社

会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
を
、
目
指
す
理
念
と
し
て
位
置
付
け

る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
北
海
道
教
育
推
進
計
画
の

も
と
、｢

自
立｣

と｢

共
生｣

の
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
社
会

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
名
寄
市
学
校

教
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
学
習
指
導
要

領
の
理
念
で
あ
る｢

生
き
る
力｣

を
育
て
る

た
め
に
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
教
育
活
動
の
推
進
を
目
指
し
、
次

の
７
つ
の
重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。確

か
な
学
力
を
育
て
る
教
育
の
推
進

・
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
に

立
っ
た
授
業
改
善
な
ど
、
学
習
指
導
の

充
実

・
地
域
の
教
育
資
源
の
積
極
的
な
活
用

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
て
る

教
育
の
推
進

・
道
徳
教
育
の
充
実

・
地
域
の
先
人
な
ど
を
題
材
と
し
た
教
材

や
Ｅ
Ｎ‐

Ｒ
Ａ
Ｙ
ホ
ー
ル
の
積
極
的
活
用

・｢
い
じ
め
防
止
サ
ミ
ッ
ト｣

の
継
続
な
ど
、

い
じ
め
や
不
登
校
へ
の
対
応

・
携
帯
電
話
な
ど
の
利
用
に
よ
る
問
題
行

動
、
薬
物
乱
用
防
止
へ
の
対
応

・
体
育
の
授
業
改
善
な
ど
体
力
向
上
の
取

り
組
み
の
推
進

・
食
へ
の
正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い
食
習

慣
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
食
育
の
推
進

生
涯
学
習
社
会
の
形
成

・
市
民
講
座
の
充
実
な
ど

・
図
書
館
機
能
の
充
実
と
読
み
聞
か
せ
活

動
の
推
進

・
天
文
教
育
普
及
活
動
や
情
報
発
信
の
推

進
、
星
空
環
境
の
保
護

家
庭
教
育
の
推
進

・
家
庭
教
育
支
援
講
座
の
実
施

・｢

家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
制
度｣

の
啓 

発

学
校
教
育
の
取
り
組
み

社
会
教
育
の
取
り
組
み

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
名
寄
市
社
会

教
育
の
重
点
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
る｢

生
涯
学
習
社
会
の
実
現｣

を
目
指

し
、
５
つ
の
重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

教 育
執行方針
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市政推進の基本的な考え方

で
活
き
る
実
践
的
な
力
の
育
成
や
豊
か
な
心
、
健
や
か
な
体
の
育

成
な
ど
を
基
本
目
標
と
し
て
進
め
て
き
た
教
育
施
策
も
最
終
年
度

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
国
や
道
の
動
向
を
踏
ま
え
、
名
寄
市
総

合
計
画(

第
２
次)

の
主
旨
を
受
け
止
め
、｢

生
き
る
力
と
豊
か
な
文

化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お

け
る
基
本
目
標
に
掲
げ
、
教
育
行
政
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。と

り
わ
け
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
過
去
５
年
間
の
成
果
と

課
題
を
踏
ま
え
、
第
２
次
名
寄
市
教
育
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
新
た
に
３
つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
生

き
る
力
を
育
む
学
校
経
営
や
学
級
経
営
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
特
別
支
援
教
育
、
地
域
と
共
に
あ
る

学
校
づ
く
り
な
ど
、
今
日
的
な
教
育
課
題
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

生きる力と

特
別
支
援
教
育
の
推
進

・
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構

築
・
特
別
支
援
教
育
専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る

巡
回
教
育
相
談
の
充
実

・
個
別
の
支
援
計
画｢

す
く
ら
む｣

の
普
及

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
力
を
育
て
る

教
育
の
推
進

・
弾
力
的
な
授
業
時
数
の
設
定
な
ど
、
小

学
校
外
国
語
活
動
の
推
進

・
望
ま
し
い
勤
労
観
や
職
業
観
を
育
て
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
を
適
切
に
活
用
で

き
る
情
報
活
用
能
力
の
育
成

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

・
教
職
員
の
服
務
規
律
の
保
持
と
資
質
能

力
の
育
成

・
モ
デ
ル
的
な
学
校
経
営
計
画
の
作
成
な

ど
、
学
校
改
善
の
推
進

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
や
小
中
一

貫
教
育
に
関
す
る
取
り
組
み
の
推
進

安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備

・
地
域
ぐ
る
み
の
安
全
・
安
心
な
教
育
環

境
づ
く
り

・
学
校
施
設
の
改
修
と
耐
震
化
の
推
進

高
等
学
校
教
育
と
の
連
携

・
各
高
等
学
校
と
連
携
し
た
定
員
確
保
等

に
関
す
る
取
り
組
み
の
推
進

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
環
境
整
備

・
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
や
技
術
の
向
上

・
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
各
種
大

会
や
合
宿
の
誘
致

・
冬
季
版
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
誘
致
活
動

青
少
年
の
健
全
育
成

・
へ
っ
ち
ゃ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
の
実
施
や
杉
並
区

の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
、
安
全
安
心

な
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

・
青
少
年
の
問
題
行
動
の
未
然
防
止
や
適

切
な
指
導

地
域
文
化
の
継
承
と
創
造

・
文
化
芸
術
振
興
条
例
に
基
づ
く
文
化･

芸

術
の
継
承
、
地
域
文
化
の
創
造
と
振
興

・
Ｅ
Ｎ‐

Ｒ
Ａ
Ｙ
ホ
ー
ル
を
活
用
し
た
鑑

賞
・
発
表
機
会
の
提
供

・
郷
土
の
歴
史
や
資
源

に
関
す
る
展
示
や
教

育
資
源
と
し
て
の
活

用
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平成29年度の予算と主な事業

予算
国民健康保険【保険事業】

国民健康保険【直診】

介護保険【保険事業】

介護保険【サービス事業･名寄】

介護保険【サービス事業･風連】

下水道事業

個別排水処理施設整備事業

食肉センター事業

後期高齢者医療

一 般 会 計

会  計  名 予 算 額

221億4,936万1,000円

36億942万円 

  1億9,696万4,000円

24億5,235万円

２億2,583万4,000円

1億1,183万7,000円

11億6,716万4,000円      

9,261万5,000円     

1,617万2,000円 

  3億7,631万円 

82億4,866万6,000円

303億9,802万7,000円 

 115億268万3,000円

13億1,136万6,000円

432億1,207万6,000円

小 計

一般会計＋特別会計

企業

会計

病院事業会計

水道事業会計

総 計

特

  

別

  

会  
計

各会計予算総括表

土木費や教育費など市民サービスを行う

｢行政運営の基本となる会計｣のことをい

います。

名寄市の会計は
３つに分かれています

特定の事業やサービスを提供するために

利用者からの保険料や使用料などを財源

として「事業を運営するために使い道が

決まっている会計」のことをいいます。

自ら事業を行い、その事業で得た財源で

運営する､｢民間企業と同じように経理を

する会計」のことをいいます。

一般会計

特別会計

企業会計

一般会計
歳入

諸収入

12億2,474万
9,000円

5.5％

道支出金

11億2,076万
4,000円
5.1％

市 税

29億7,402万
9,000円

13.4％

地方交付税

86億500万円

市の財源不足に
対して国から交
付されるお金

38.9％

その他

29億9,530万円
13.5％

市 債

30億5,170万円
13.8％

国庫支出金

21億7,781万
9,000円
9.8％

市が長期間
借り入れる
お金

※市民税を市民一人あたり

に換算すると 5万503円

軽自動車税
6,419万2,000円
2.1％

市たばこ税
2億4,431万5,000円
8.2％

都市計画税
1億6,535万9,000円
5.6％

固定資産税 

10億7,592万3,000円

36.2％

市民税

14億2,424万円

47.9％

市税の内訳

平成29年度の各会計予算は、多くの市民の意見を踏まえて策定した名寄市総合

計画(第２次)の将来像の実現に向け、確実な一歩を踏み出すためにも、健全な

財政を基調としながら、総合計画の重点プロジェクトや総合戦略を中心とした

さまざまな施策や事業の展開、さらには未来への投資を着実に実施していくこ

となどの基本的な考え方のもと、また、平成28年度における国の補正予算など

も活用し、予算編成をしました。 

一般会計予算総額

221億4,936万1,000円

平成28年度当初予算額
234億9,927万5,000円

※13億4,991万4,000円の減（5.7％減）

広報なよろ平成２９年４月号 ６



一般会計
歳出

【性質別】

人件費

37億3,821万
5,000円
16.9％

扶助費

21億6,279万
7,000円
9.8％

普通建設事業費

31億9,701万9,000円
14.4％

公債費

22億4,619万円

10.1％
物件費

29億6,494万
2,000円
13.4％

補助費等

37億4,669万
8,000円
16.9％

繰出金

20億9,170万円

9.4％

その他

20億180万円
9.1％

一般会計
歳出

【目的別】

総務費

3.3％
7億3,859万2,000円

民生費

46億162万
7,000円
20.8％

衛生費

33億4,781万
7,000円

15.1％

労働費

3,232万8,000円
0.1％

農林業費
6億9,827万円

3.2％
商工費

8億8,877万9,000円
4.0％

土木費

23億7,693万4,000円
10.7％

消防費

6億7,641万円
3.1％

教育費

46億2,077万
4,000円
20.9％

公債費

22億4,639万円
10.1％

職員費

17億6,395万3,000円
8.0％

議会費

1億4,240万1,000円
0.6％

その他

1,508万6,000円
0.1％

市民一人あたりの歳出額（目的別歳出から）
一般会計歳出予算を市民一人あたりに換算すると、78万5,410円 ｡(平成29年２月末現在の住民基本台

帳人口２万8,201人による）目的別にすると次のようになります。

公債費とは、市の借入金

返済のために使われるお

金で、一般会計歳出予算

全体の10.1％を占めてい

ます｡

公債費 7万9,656円 農林業費 2万4,760円 教育費 16万3,851円 民生費 16万3,172円

商工費 3万1,516円 土木費 8万4,285円 衛生費 11万8,713円

平成29年度の予算と主な事業

名寄市総合計画(第２次)の将来像の
実現に向け確実な一歩を

予算の詳しい内容は市ホームページから見ることができます
名寄市ホームページトップページ

http://www.city.nayoro.lg.jp/

◆問い合わせ 財政課財政係(名寄庁舎３階) 01654③2111(内線3331･3332)

暮らしの

情報

市政行政

情報
財政状況 予算

平成29年度

予算
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市民みんなが安心して健やかに暮らせるまちづくり

主な事業
平成29年度の主な事業を、名寄市総合計画(第２次)で示され

たまちづくりの基本目標ごとに分類してお知らせします。

※名寄市総合計画(第２次)の内容は､同時配布されたダイジェストをご

覧ください。

市民と行政との協働によるまちづくり

ふるさと納税の推進

ふるさと納税専門サイトを

活用したＰＲの強化や返礼

品の見直しにより、市外の

方へ名寄の魅力を伝え、応

援団を増やします｡また､寄

附目的を見直し、寄附金の

有効活用により地域振興を

推進します。

 [担当：総務課]

特定不妊治療費助成事業

体外受精、顕微授精および男性

不妊治療に要する費用の一部を

助成し、子どもを望まれる夫婦

の経済的負担を軽減します。

※特定不妊治療を受け、治療費総額

から北海道の助成額を控除した額

に対し、内容に応じて15万円また

は７万5,000円を上限に助成。

要介護高齢者等紙おむつ用ごみ袋支給事業

要介護３以上の在宅高齢者等

を対象に、おむつ処理用のご

み袋(ピンク・20リットル)を

支給し、介護の経済的負担を

軽減することで在宅介護生活

を支援します。

 

          

※１人あたり年間12袋(120枚)を

支給。

【新規事業】260万円

屋根雪おろし安全確保特別対策事業

高齢者を中心に屋根雪おろ

し中の事故が増えているこ

とから、福祉的支援の必要

な高齢者世帯の屋根雪おろ

し費用を助成します｡

※対象は70歳以上のみの世帯

等｡(収入基準あり)

※１件１万円を助成。

【新規事業】546万9,000円

保育環境の充実

保育所
夏季の高温多湿や冬季の寒

さ対策として、子育て支援

センターひまわりらんどの

プレイルームと市内３保育

所の乳幼児室にエアコンを

設置します｡これにより､よ

りよい環境での子育て支援

を推進します。

お試し移住住宅

返礼品の見直し

名寄の応援団増加

移住相談会

移住促進事業

【拡充事業】1,298万5,000円【継続事業】473万7,000円

【新規事業】56万円

【新規事業】105万円

市外からの移住促進のため､

首都圏で開催される移住相

談会などへ参加し、名寄の

魅力をＰＲします｡また､お

試し移住を推進し、名寄で

暮らすきっかけをつくりま

す。

特に中心的な事業

をピックアップし

て紹介します！

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

１

２

 [担当：高齢者支援課] [担当：高齢者支援課]

 [担当：こども未来課] [担当：保健センター]

 [担当：営業戦略課]
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地域の特性を活かした
にぎわいと活力のあるまちづくり

生きる力と豊かな文化を育むまちづくり

【継続事業】1億1,979万1,000円

風連中央小学校校舎・
屋内運動場等改築事業
老朽化した校舎の改築を

行います｡新校舎には､市

民に開放した図書館機能

を取り込み、児童だけで

はなく地域全体で利用す

る複合施設を

目指します。

【継続事業】13億3,046万3,000円

平成29年度の予算と主な事業

【新規事業】110万円

名寄日進地区
利用促進補助金
日進ピヤシリ線のバス料

金を無料化し、日進地区

の公共施設などの利用促

進を目指します｡

※名寄振興公社と協調し､

日進研修センターからピ

ヤシリスキー場までの区

間の乗降を無料対象。

【拡充事業】1,769万8,000円

農業担い手
支援事業
これまでの農業担い手支

援を見直し、新規就農を

目指す方の農業研修や就

農後の経営安

定のための支

援を行います。

レンタル＆ゴー事業

自主的に道路排雪を行う町

内会に対して重機（タイヤ

ショベル・排雪ダンプ）を

無償で貸し出します。

※平成29年度はモデル事業とし

て３町内会を公募し、１町内

会に対して１シーズン３回ま

での貸し出しを実施。

【新規事業】100万円

ＩＣＴ農業の推進

急速な進歩を見せてきてい

るＩＣＴ(情報通信技術)を

農業分野で活用して効率的

な農業を推進します。

※平成29年度は農協のＧＰＳ基

地局設置への補助と農業振興

センターにおいてスマートハ

ウスの試験的導入を実施。

【新規事業】337万6,000円

救助工作車の導入

火災や交通事故、自然災害

など、さまざまな救助事案

に対応できる救助資機材を

積載した｢救助工作車｣を導

入し、市民の安全を守りま

す。

【新規事業】9,050万6,000円

自然と調和した環境にやさしく
快適で安全安心なまちづくり

名寄市高校生資格取得支援事業

保健福祉学部再編に伴い､

演習室や実習室などの不

足が生じるため、新棟の

建設と既存施設の改修を

行います｡

【新規事業】50万円

放課後児童クラブの運営

放課後児童クラブの開館時

間をこれまでより30分繰り

上げ､朝８時に開館し､小学

校休業日における児童の安

全安心な居場所の提供と保

護者の仕事と子育ての支援

を充実します。

【拡充事業】3,512万9,000円

冬季スポーツの拠点化

冬季スポーツの拠点化を図

り、合宿受入組織の支援や

スポーツ合宿の誘致、冬季

ジュニアアスリートや指導

者の育成などを行います。

※地方創生推進交付金を活用｡

【継続事業】2,894万3,000円

高校生の資格取得にかかる

受験料を助成し､就職･進学

をサポートします。

※市内の高校に在学し、定め

られた資格取得試験に合格

した場合、受験料等の半額

を補助。

名寄市立大学
保健福祉学部再編事業

これまで

平成29年度から

ＧＰＳガイダンスシステムを
登載した農業機械への

正確な情報補正信号を配信

３４

５

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

 [担当：都市整備課] [担当：農務課]

 [担当：消防署] [担当：農務課]

 [担当：学校教育課] [担当：市立大学] [担当：学校教育課]

 [担当：児童センター] [担当：スポーツ・合宿推進課]

 [担当：営業戦略課]
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市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ま
ち
の
出
来
事
を
紹
介
し
て
い
る｢

フ
ォ
ト
で
お
知
ら
せ｣

。
広
報
版
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ひまわりらんど
｢親子雪遊び会」

２
25

地域子育て支援センターひまわりらんどで、14人

の子どもたちとその保護者が参加し、雪遊びをし

ました。カラーリング取りやそりリレーなどのゲ

ームが行われ、親子で協力して楽しみました。

親
子
で
楽
し
く
雪
遊
び

東保育所修了式
３
８

東保育所修了式が同保育所で行われ、６人の所児

が卒所しました。式では、修了児一人ひとりに保

育証書などが手渡され、子どもたちはお母さんの

もとに歩いていき、その証書を手渡しました。

楽
し
く
過
ご
し
た
保
育
所
に
お
別
れ

市民スキーの日
３

４･５

市民が雪に親しむことを目的として、ピヤシリス

キー場のリフト乗車が無料になる「市民スキーの

日」と「第35回名寄ピヤシリ歩くスキー大会」が

この２日間で開催されました。市民スキーの日は

スキーこどもの日と九度山祭も同日開催で３月４

日に行われ、ピヤシリスキー場は多くの人々でに

ぎわいました。また、３月５日に開催された名寄

ピヤシリ歩くスキー大会は市内外から300人以上

が参加。市スポーツ振興アドバイザーの阿部雅司

さんとともに、雪質日本一の名寄の雪を体で感じ

ながら笑顔で完走を目指しました。

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
２
日
間

もち米商品を応援します！
３
２

名寄市では、日本一のもち米を使った「もち米商

品」を地域ブランドとして確立させ、関連事業の

活性化、地域経済の好循環を生み出すことを目的

としてこの日に｢ふるさと名物応援宣言｣を宣言し

ました。この応援宣言は、砂川市の「すながわス

イーツ｣や沼田町の｢雪中商品」に続く道内で８番

目。加藤市長は「本市でもちの食文化が根強く定

着し、国内外から広く日本一のもち米の里なよろ

と認知されるよう、もち米商品を本市のふるさと

名物として応援します」と宣言しました。

も
ち
米
日
本
一
の
ま
ち
か
ら｢

も
ち
米
商
品｣

を
応
援
！

名寄もっともち米プロジェクト名寄のもち米について
はこちらをチェック→

あ べ まさし

広報なよろ平成２９年４月号 １０



智恵文小卒業式

４月から通う中学校の制服に身を包んだ３人の

卒業生たちが入場。家族や先生への感謝の言葉

や中学校で頑張りたいことなどを発表したあと､

川崎直人校長から卒業証書を受け取りました｡

６
年
間
通
っ
た
母
校
と
の
お
別
れ

３
17

北海道ジュニア
カーリング大会

サンピラー交流館カーリングホールを舞台に「第

25回北海道ジュニアカーリング大会」が開催され

ました。開催地の名寄市からも大会に出場し、男

子が４位、女子が優勝(２連覇)を果たしました。

小
学
生
か
ら
21
歳
ま
で
の
選
手
が
氷
上
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
に
も
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク(

３
月
22
日
現
在
、
２
１
２
３
い
い
ね
！)

で
も
ま
ち
の
出
来
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ (スキーノルディック )

名寄市を舞台に､｢ＪＯＣジュニアオリンピックカップ2017全

日本ジュニアスキー選手権兼全日本中学生選抜スキー大会(ノ

ルディック種目)｣が開催され､全国から集まった中高生442人

が熱い冬の戦いを繰り広げました｡３月10日の開会式では､選

手を代表して安澤翔一選手(下川商業高校３年・名寄市出身)

の選手宣誓で戦いのスタートを切り、11日から13日まで競技

を開催（競技はスペシャルジャンプ、コンバインド、クロス

カントリー)｡この大会には､名寄市出身選手も多く参加し､ス

ペシャルジャンプ(11日開催)では､女子で鴨田鮎華選手(下川

商業高校１年・名寄市出身)が優勝、瀬川芙美佳選手(下川商

業高校２年・名寄市出身)が準優勝を果たし､クロスカントリ

ーでは､三上琢真選手(名寄東中学校２年)がフリー(12日開催)

で中学２年男子３位、クラシカル(13日開催)で同じく中学２

年男子２位の結果を残しました。また､12・13日には｢市民の

表彰式｣も行われ､１位から３位の選手と、中学生学年別１位

の選手一人ひとりに加藤市長と本市スポーツ振興アドバイザ

ーの阿部雅司さんから花束と記念品が贈られ、記念撮影を行

い選手たちの健闘を讃えました。

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
中
高
生
が
名
寄
に
集
結

３
 10  13

かわさき なおと

あんざわ  しょういち

かもだ あゆか

みかみ  たくま

あ べ まさし

せがわ  ふ み か

Ｎａｙｏｒｏ Ｐｕｂｌｉｃ Ｒｅｌａｔｉｏｎ ２０１７．４１１



開
学
10
年
を
経
て
、
こ
の
春
、

新
し
い
図
書
館
が
誕
生
し
ま
す
。

大
学
図
書
館
の
機
能
と
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
、
大
学
の
教
育

研
究
に
関
わ
る
学
術
情
報
を
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
教
育
研
究
を

支
援
す
る
こ
と
、
学
外
の
関
連

機
関
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
多
様
な
学
術
情
報
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
近
年
、
図
書
館
を
「
学

術
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
呼
称
す

る
大
学
も
多
い
こ
と
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
大
学
図
書
館
は
、恒

常
的
な
『
情
報
の
交
換
』、『
知

識
の
移
転
』
の
セ
ン
タ
ー
な
の

で
す
。

旧
図
書
館
は
狭
隘
化
が
深
刻

で
、
そ
の
た
め
、
図
書
館
資
料

の
収
集･

蓄
積･

提
供
を
行
う
環

境
と
し
て
は
多
く
の
問
題
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。
新
図
書
館
の

面
積
は
旧
図
書
館
の
約
５
倍
に

増
え
、「
小
さ
く
て
も
き
ら
り
と

光
る
」
本
学
な
ら
で
は
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
機
に
、
学
術

情
報
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充

実
を
は
か
り
ま
す
。
そ
う
す
れ

ば
、
学
術
情
報
の
流
通
拠
点
と

し
て
の
機
能
が
向
上
し
、
本
学

の
教
育
研
究
の
質
が
一
層
高
ま

る
こ
と
は
確
実
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。

さ
ら
に
、
今
、
大
学
図
書
館

の
機
能
は
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、

学
生
の
主
体
的
、
協
働
的
な
学

習
の
場
と
し
て
の
機
能
が
重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
歴
代
館
長

や
図
書
館
関
係
者
の
努
力
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
、
開
館
日
の

増
加
、
開
館
時
間
の
延
長
、
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
充
実
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
端
末
の
整
備
な
ど
が

実
現
さ
れ
ま
し
た
。

新
図
書
館
で
は
、こ
こ
に
、旧

図
書
館
に
は
な
か
っ
た
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
機
能
が
加
わ

り
ま
す
。「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ

ン
ズ｣

と
は
、複
数
の
学
生
が
集

ま
っ
て
、
印
刷
物
や
電
子
情
報

も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
資

源
を
利
用
し
た
り
、
議
論
し
た

り
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
を
可
能

に
す
る｢

場｣

を
い
い
ま
す
。
ラ

ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
に
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
設
備
を
用
意
す
る

と
と
も
に
、
図
書
館
資
料
の
利

用
が
し
や
す
い
環
境
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
る

一
方
、
グ
ル
ー
プ
で
学
習
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、広
い
視
野
、バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
思
考
を
獲
得

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
知
的
な
成
長
こ
そ
が
、

対
人
援
助
の
専
門
職
を
目
指
す

学
生
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な

も
の
で
あ
る
か
は
、
あ
ら
た
め

て
言
う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

本
学
は
地
域
に
根
ざ
す
大
学

で
す
。
学
術
情
報
の
流
通
拠
点

と
し
て
の
教
育
研
究
支
援
、
な

ら
び
に
知
を
深
め
る
自
由
な
学

び
の
場
の
提
供
に
よ
る
学
習
支

援
に
寄
与
す
る
こ
と
が
、
直
接

的
・
間
接
的
な
形
で
の
地
域
貢

献
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
ま
す
。

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら
～
知
へ
の
誘
い
～

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら
～
知
へ
の
誘
い
～

名
寄
市
立
大
学
の
窓
か
ら
～
知
へ
の
誘
い
～

「
名
寄
市
立
大
学
新
図
書
館
オ
ー
プ
ン
に
寄
せ
て
」

保
健
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
科

教
授

市
立
大
学
図
書
館

館
長

小
野
寺

理
佳 vol.52

お

の

で

ら

き
ょ
う
あ
い
か

り

か

◆利用時間

９:00～21:00

※長期休業期間中は９:00～17:00

◆休館日

日曜､祝日､年末年始(12月31日～翌年１月５日)

※このほか、臨時に休館する場合があります。

◆問い合わせ

名寄市立大学 01654②4194

市立大学新図書館を紹介します

一般利用者が入館できるのは､５月１日(月)からです｡

ついては、一般利用者を対象としたガイダンスを次の日

程で行います。

※申し込み不要。参加を希望する方は直接本学にお越し

ください。

◆と き

第１回 ５月１日(月) 14:00

第２回 ５月13日(土) 14:00

一般利用者の利用開始とガイダンス

１階(ラーニング･コモンズ) ２階(図書室) ３階(図書室)

図
書
館

カウンター

閉架書庫

グループワークスペース

２階図書室へ

ラーニング･コモンズ

※利用は学内関係者のみ ※一般利用可能

※一般利用可能
 (入館は２階から)

プレゼンテーシ
ョンスペース

リフレッシュ
ルーム

グループ
学習室

グループ
学習室

広報なよろ平成２９年４月号 １２



問い合わせ

名寄市食のモデル地域実行協議会

(農務課農政係・風連庁舎１階)

01655③2511(内線312)

ホームページ

http://nayoro-mochigome.com/

2017年のもち米づくりがスタートしました！

24  

名寄市はもち米生産日本一のまちです。もち米を市民の皆さまの誇りとし、子どもたちが自

慢できるふるさとづくりを進めるために｢もっと！もち米プロジェクト｣を実施しています。

三重県伊勢市の銘菓｢赤福｣｡伊勢神宮

(内宮)の近郊､おかげ横丁にある赤福

本店は､連日多くの伊勢神宮の参拝客

で賑わいを見せています｡赤福餅に使

われるお餅は｢時間が経っても硬くな

りにくいこと｣そして｢うるち米の混入

がないこと｣が条件です｡そこで日本一

のもち米生産地である名寄市の高品質

なもち米が使われているのです。

商品名 赤福餅 ／ 販売者 赤福（三重県伊勢市）

赤福餅は、お餅の上にこし餡

をのせた餅菓子です。この形

は、伊勢神宮神域を流れる五

十鈴川のせせらぎをかたどり､

餡につけた三筋の形は清流､白

いお餅は川底の小石を表して

います。

その24

名寄もっともち米

春も近づきだんだん暖かくなってきましたが、田んぼや畑にはまだ雪が

たくさん残っていますね。しかし！そんな中でも農家の皆さんはすでに

お仕事をスタートしています。その作業を一部紹介します。

融雪剤の散布 ハウスのビニールかけ除雪作業

ハウスの除雪を行います。雪深

い名寄は、一度の除雪では地面

まで届かず、何度も除雪するこ

ともあります。

※作業時期：３月上旬から

もち米の苗を育てるため、ハウ

スにビニールをかけます。ビニ

ールを広げて行う作業のため、

風の無い日を選んで行います。

※作業時期：３月下旬から

田んぼの雪を早く溶かすため融

雪剤をまきます。この融雪剤に

は、稲を強くするための成分も

含まれています。

※作業時期：３月中旬から

Ｎａｙｏｒｏ Ｐｕｂｌｉｃ Ｒｅｌａｔｉｏｎ ２０１７．４１３



４月２日 吉田病院

01654③3381

９日 名寄東病院

01654③2188

16日 名寄中央整形外科

01654③2006

23日 あべクリニック

01654⑨7011

 29･30日 市立総合病院

01654③3101

5月3～5日 市立総合病院

01654③3101

    …救急医療情報案内……
      フリーダイヤル

0120(20)8699

４月

13日(木) 発育相談

14日(金) 親子ふれあいひろば

17日(月) 股関節脱臼健診

18日(火) ３歳児健診

19日(水) １歳６カ月児健診

25日(火) ７カ月児健診･ＢＣＧ

26日(水) 赤ちゃん計測日

27日(木) ４カ月児健診

28日(金) 親子ふれあいひろば

※詳しくは母子保健カレンダーを

ご覧ください。

保健センター（西２北５）
01654②1486

FAX 01654②7267
開館 ９時～17時30分
休館 土･日･祝日･年末年始

ふうれん健康センター
(風連町本町76)

01655③2373
開館 ９時～12時(月曜のみ)

■平成29年３月１日以降に生まれたお子さんがいる方

■平成29年２月28日以前に生まれたお子さんがいる方

平成29年度の｢名寄市母子保健カレンダー｣が完成し

ました。

カレンダーは次のとおり配布します。

生後０～４カ月までの「こんにちは赤ちゃん訪問」のと

きに訪問スタッフが渡します。

Ａ３版で色は

オレンジです！

次の公共施設などで配布します。

●…名寄地区 ●…風連地区

●保健センター(西２北５)

●市役所名寄庁舎(大通南１)

 〈こども未来課､市民課〉

●智恵文支所（智恵文11線）

●市立図書館名寄本館（大通南２）

●市民文化センター（西13南４）

●児童センター（西11北２）

●地域子育て支援センターひまわりらん

ど（西２南９）

●総合福祉センター（西１南12）

●駅前交流プラザ｢よろーな｣(東１南７)

●道立サンピラーパーク（日進147）

●市立総合病院（西７南８）

●名寄東病院（東６南５）

●名寄三愛病院（西１北５）

●吉田病院（西３南６）

●南保育所（西６南９）

●西保育所（西６北４）

●東保育所(東５南３)

●名寄大谷認定こども園(西５南２)

 〈保育園・幼稚園〉

●名寄幼稚園（東１南２）

●名寄カトリック幼稚園(西３南４)

●光名幼稚園（西２南10）

●共同保育園どろんこはうす(西８南２)

●ふうれん健康センター(風連町本町76)

※健康相談日に来所ください。

●市役所風連庁舎(風連町西町196)

●風連児童会館・市立図書館風連分館

(風連町南町84)

●風連国民健康保険診療所(風連町本町76)

●風連幼稚園・風連さくら保育園

風連地区子育て支援センターこぐま

(風連地区西町284)

市では、母子健康手帳の交付時に妊婦一般

健康診査受診票を交付し、安心・安全な出産

を迎えられるよう健診費用の助成(14回分)を

行っています。

妊娠に気づいたら早めに受診し、定期的に

妊婦健診を受けましょう。

市立総合病院で月に一度、旭川医科大学病院産婦人科より専門医が出

張し、｢不妊・不育症外来｣を開設することになりました。

■と き 毎月１回 第２火曜日(５月から開始)

13:30～15:30

■予約受付 市立総合病院予約センター  01654③0489(直通)

※月～金曜日13:30～17:00まで(休日除く)

■問い合わせ 市立総合病院産婦人科外来  01654③3101(代)

※他市町村で母子健康手帳交付を受け転入されてきた方や道外へ里帰りされる方は､

保健センターまでお問い合わせください。

広報なよろ平成２９年４月号 １４



春のぽかぽかした陽気が、地面

からたちのぼっている様子を表

した手話です。｢暖かい｣という

意味のときもあります。

今月の講師

上川北部聴覚障害者協会名寄支部(※) 藤森 元年さん ※名寄近郊に住む聴覚障がい者の会です。
ふじもり  もととし

平成27年３月に｢名寄市みんなを結ぶ手話条例｣が施行

されました。このコーナーでは、市民の皆さまに、手

話を親しんでいただくために、毎月１つずつ、手話を

紹介します。

◆問い合わせ 社会福祉課(名寄庁舎２階)

01654③2111(内線3227) 

その13「春」

両手の手のひらを上に向けて､お

腹の前に出します。

その手を胸の方へ､２回上げます｡

２ 解説１

市では、聴覚障がいなどの福祉に関する基礎

知識の理解促進と｢手話法｣と｢要約筆記｣の普

及を図り､誰もが｢安心して健やかに暮らせる

まちづくり｣を進めるため､次の講座を開催し

ます｡(どちらも入門的な内容です)

｢要約筆記｣とは、聞

こえないまたは聞こ

えにくい方に、話の

内容をその場で伝え

る文字通訳です｡
手話

奉仕員

手話奉仕員養成講座

要約筆記

奉仕員

要約筆記奉仕員養成講座

の
養成講座を開催します

と き
５月８日(月)～11月30日(木)の毎週月･木曜日【全54回】
19:00～20:30 (開催日が変更になる場合があります)
ところ
総合福祉センター（西１南12）
対 象
18歳以上の市民(高校生を除く)
内 容
聴覚障がい(障がい者の生活・関連する福祉制度など)の
理解と認識を深め、手話で日常会話を行うのに必要な手
話表現技術などを習得する。
受講料
無料(テキスト代のみ実費負担)
申込方法
４月28日(金)までに氏名･住所･電話番号を申込先へ連絡
ください。
実施団体
上川北部聴覚障害者協会
HP http://kamihoku.blogspot.jp/

と き
５月17日(水)～10月18日(水)の毎週水曜日【全20回】
19:00～21:00 (８月２日･９日･16日は休講)
ところ
総合福祉センター（西１南12）
対 象
18歳以上の市民(高校生を除く)
内 容
聴覚障がい(障がい者の生活・関連する福祉制度など)の
理解と認識を深め､要約筆記の基礎知識や方法､伝達技術
などを習得する。
受講料
無料
申込方法
氏名･住所･電話番号を申込先へ連絡ください。(随時受
付)
実施団体
要約筆記通訳サークル「かえで」
HP http://nayorokaede.blogspot.jp/

◆申し込み・問い合わせ

社会福祉課障がい福祉係(名寄庁舎２階)

01654③2111(内線3225)  01654⑨2089

ny-shakai1@city.nayoro.lg.jp

Ｎａｙｏｒｏ Ｐｕｂｌｉｃ Ｒｅｌａｔｉｏｎ ２０１７．４１５



ふるさと応援寄附 ありがとうございました
名寄市を愛し、応援しようとする方々の思いを具

現化するため、募った寄附金を財源とし、活力あふ

れるふるさとづくりに資することを目的とした「ふ

るさと応援寄附｣につきましては平成20年度の条例

施行以降、これまでふるさと名寄を愛する多くの方

々からご寄附をいただきました。

平成27年度にいただいた寄附金の使途についてお

知らせします。

事業別では、大学教育の振興やなよろ市立天文台

｢きたすばる｣で開かれる観望会、広域行政の推進に

係る経費などの貴重な財源として大切に利用させて

いただきます。

今後とも、名寄市がさらに発展していくために、ふ

るさと納税制度による皆さまのご協力をお願いしま

す｡

◆問い合わせ

総務課総務係（名寄庁舎３階）

01654③2111(内線3321)

ホームページ http://www.city.nayoro.lg.jp

大学を活かしたまちづくり事業

大学教育の振興経費に

天体観測を活かしたまちづくり事業

観望会などの開催経費に

雪を活かし雪に強いまちづくり事業

冬カレンダーの製作経費など

医療と福祉による安心して暮らせる

まちづくり事業

ファミリーサポートセンター

事業費など        

その他まちづくりに必要な事業

広域行政の推進など地域振興のために

89万8,000円

163万8,000円

128万円

280万2,000円

546万7,215円

寄附金合計 1,208万5,215円

パブリック・コメント実施結果

意見等の詳細は次の施設などで閲覧できます

市役所(名寄庁舎・風連庁舎・智恵文支所)／図書館(名寄

本館・風連分館)／北国博物館／市立大学の情報公開コー

ナー／市民文化センター／児童センター／ふうれん地域交

流センター／駅前交流プラザ｢よろーな｣／市ホームページ

(トップページ＞お役立ち＞パブリック・コメント＞平成

28年度名寄市パブリック・コメント実施結果一覧）

市民の皆さんの
意見を反映する

パブリック

コメント

募集期間

意見等の提出者数・件数

意見等の処理

問い合わせ

１月16日(月)～２月16日(木)

提出者０人／０件(０項目)

素案の修正箇所：０箇所

市立名寄図書館(名寄本館)

01654②4751

１月30日(月)～２月28日(火)

提出者０人／０件(０項目)

素案の修正箇所：０箇所

建設水道部上下水道室業務課(風連庁舎２階)

01655③2511(内線208)

第３次名寄市子どもの読書活動
推進計画(素案)

名寄市下水道事業経営戦略(素案)意見募集した素案など

｢パブリック・コメント手続｣とは

市の基本的な政策となる計画や条例を策定

する前にその案を公表して、市民の皆さま

に意見を求め、いただいた意見を考慮した

うえで最終的に政策などを決定し、あわせ

ていただいた意見に対する市の考え方を公

表する一連の手続きのことをいいます。

広報なよろ平成２９年４月号 １６



問い合わせ 企画課男女共同参画担当(名寄庁舎３階) 01654③2111(内線3305)   ny-mwkyodo@city.nayoro.lg.jp

とは固定的役割分担意識
男女共同参画を推進するうえでの障がいのひとつが、人の意識のなかに長い年月を

かけて形成されてきた性別を理由とした｢固定的役割分担意識｣です。時代とともに

変わりつつあるものの、一部ではいまだに残っているのが現状です。これが社会的

に作られたものであることを意識し、男女が性別にかかわりなく､互いに認めあい､

支えあい、一人ひとりの個性や能力を十分に発揮できる社会を目指しましょう。

固定的役割分担意識とは 自分らしく生きる

｢男は仕事、女は家庭｣など、性別

を理由として役割を固定的に分け

る考え方のことを「固定的役割分

担意識」と呼んでいます。女性が

これによって社会進出を阻まれて

きた、ということはよく言われて

いますが、男性も｢男は仕事｣「男

は強くなければならない｣など､性

別による役割の固定化を受けてき

たと言えます。

 

以前は､｢ランドセルの色は、男子

は黒、女子は赤」と決められてい

ました。しかし近年ではランドセ

ルの色も多様化し、たくさんの色

から選べるようになりました。こ

れまでの男らしさ、女らしさのイ

メージは、テレビや雑誌などのメ

ディアの影響が強く、また子ども

が育っていく過程で刷り込まれた

性別による固定的な役割分担意識

の影響も大きいものがありました｡

しかし、一人ひとりが｢個人｣とし

て、その人らしく生きていくため

に､｢性の差｣にとらわれず､自分ら

しく生きていけるような社会に少

しずつ変化しています。

女性の大工や消防士、男性の保育

士や看護師といったように、職業

選択も性別だけではなく、個人の

能力や特性で選択できる社会にな

りつつあります。一人ひとりの能力

や特性の違いを生かすことで多様

性が生まれ、社会に活力が出ます。

「違い」を多様性として認め合い、

それぞれがお互いを尊重しあい、

誰もが自分らしさを大切にして生

きられる社会を目指しましょう。

和寒町
三笠山自然公園こどもの国
オープン

と き ４月下旬(予定)

ところ 三笠山自然公園こどもの国

(和寒町三笠)

内 容 ゴーカートや豆汽車などの遊具や

ピクニックに最適な休憩所などが

整い､５月の上旬から中旬にかけ

て桜が見ごろとなります。

問い合わせ 道北環境整備協同組合

0165-32-2042

和寒町
塩狩峠記念館
オープン

と き ４月１日(土) 

ところ 塩狩峠記念館(和寒町塩狩)

内 容 作家三浦綾子さんの旧宅を復元し､

代表作｢塩狩峠｣に関する資料など

を展示しています。

問い合わせ 和寒町産業振興課

0165-32-2423

男らしさ､女らしさってなんだろう

第２次名寄市男女共同参画推進計画を策定しました。
※内容は広報に折り込みされている概要版をご覧ください。

掲載位置

お知らせページ(５段組)の最下段

広告のサイズと価格

１号広告

【サイズ】縦45㎜×横90㎜ 【価格】１万5,420円

２号広告

【サイズ】縦45㎜×横180㎜【価格】２万2,620円

掲載条件

広告掲載要綱・広告掲載基準などを順守し、次の

①②すべてに該当する場合

①市内に本店･支店などがある事業所(法人･個人)

②市税の滞納がないこと

掲載できないもの

法令などに違反するもの､公序良俗に反するもの、

政治活動・宗教活動に関するもの、意見広告また

は個人の宣伝など

申し込み・問い合わせ

申込方法や掲載要綱などについては､連絡ください｡

企画課広報推進係（名寄庁舎３階）

01654③2111（内線3307）

広報なよろ有料広告募集
お店のＰＲや事

業のご案内など

にぜひご活用く

ださい。

みうら あやこ

Ｎａｙｏｒｏ Ｐｕｂｌｉｃ Ｒｅｌａｔｉｏｎ ２０１７．４１７



国
保
に
加
入
し
て
い
る
30
歳
以
上
の

方
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
場
合
、

申
請
に
よ
り
費
用
の
３
分
の
２
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

※

助
成
を
受
け
る
方
に
は
要
件
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
保
険
証
、
口
座
番
号
が
わ
か

る
も
の
、
領
収
書
、
問
診
票
の
写
し
、

検
査
結
果
票

◆
市
立
総
合
病
院
で
受
診
す
る
場
合

受
診
日
が
確
定
し
た
ら
、
事
前
に
国

保
担
当
窓
口
よ
り｢

受
診
票｣

の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
の
支

払
額
は
助
成
後
の
金
額
と
な
り
、
受

診
後
は
結
果
票
の
み
国
保
担
当
窓
口

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
旭
川
厚
生
病
院
で
受
診
す
る
場
合

人
間
ド
ッ
ク
料
金
の
う
ち
特
定
健
診

分
の
自
動
助
成
が
あ
り
ま
す
。
ド
ッ

ク
受
診
後
の
助
成
手
続
き
は
必
要
で

す
が
、
問
診
票
・
検
査
結
果
票
は
持

参
不
要
で
す
。
病
院
へ
予
約
を
す
る

前
に
、
国
保
担
当
窓
口
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
他
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合

受
診
後
に
前
述
の
「
申
請
に
必
要
な

も
の
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
結
果
票
の
提
出
に
つ
い
て

ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
と
、
特
定
健
診

を
受
診
し
た
こ
と
と
し
て
扱
い
、
受
診

結
果
に
よ
り
保
健
指
導
が
行
わ
れ
る
た

め
、
検
査
結
果
票
の
提
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

助
成
回
数
に
つ
い
て

年
度
内(

４
月
～
翌
年
３
月)

に
１
回

限
り
助
成
し
ま
す
。

※

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う｢

特
定
健
診｣

と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

◆
市
民
課
国
保
高
齢
医
療
係

(

名
寄
庁
舎
１
階
）

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１

(

内
線
３
１
１
５
）

◆
地
域
住
民
課
市
民
係

(

風
連
庁
舎
１
階
）

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１

(

内
線
１
１
９
）

市
立
総
合
病
院
で
は
、｢

日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク｣

と｢

脳
ド
ッ
ク｣

の
予
約
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ド
ッ
ク
の
各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
検
査
結
果
は
後
日
郵

送
し
ま
す
。

◆
各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
を
申
し
込
む
方
へ

問
診
票
な
ど
を
郵
送
す
る
と
き
に
詳
し

く
ご
案
内
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
立
総
合
病
院
医
事
課
医
事
係


０
１
６
５
４
③
３
１
０
１

(

内
線
1
3
1
7)

3万8,850円（※1万2,950円）

オプション項目 価 格

１ 子宮がん検診

２ 卵巣検診 

３ 腫瘍マーカー等オプション 

４ 脳のオプション

5,350円

1,710円

各1,940円

 2万520円 （※6,920円）

 （※1,850円）

日帰り人間ドック（火・木曜日）

毎日の生活習慣や食習慣により自覚症状がないまま進行

している生活習慣病をチェックします。

生活習慣病は早期発見と早期治療が大切です｡

あなた自身やあなたのご家族のために年に１度は人間ド

ックを受けましょう。

3万930円（※1万330円）

オプション項目  価 格

１ 腫瘍マーカー等オプション 

２ 動脈硬化オプション

３ 骨粗しょう症オプション

各1,940円

1万1,880円

5,610円

脳ドック（火・木曜日）

脳卒中など脳の病気は重い後遺症を残す病気です。しか

し、脳卒中は検診や適切な投薬治療により未然に防ぐこと

ができる病気です。

脳ドックであなたの大切な脳のチェックをお勧めします。

脳外科医が担当します。

国保加入の方には

助成があります

下表※印の金額で受けること

ができます。事前に国保から

受診票の交付を

受けてください

名
寄
市
国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク
費
用
助
成
に
つ
い
て

平
成
29
年
度

市
立
総
合
病
院

各
種
ド
ッ
ク
の

ご
案
内

広報なよろ平成２９年４月号 １８



気をつけましょう！
新年度､

若者の消費者被害！

気をつけましょう！
新年度､

若者の消費者被害！

気をつけましょう！
新年度､

若者の消費者被害！

学生を狙うマルチ商法

大学入学後、親しい先輩から、｢ＤＶＤで投資の勉強をしないか､

そのＤＶＤを友人に紹介すれば代金ぐらいすぐに回収できる」と

勧められた。お金が無いと断ったところ、｢車を買う｣という名目

で60万円を数社から学生ローンで借り、ＤＶＤを購入した。しか

し投資をしても全く儲からず、友人も離れて行った。ローンの返

済が大変だ、解約したい。返金希望。

若者が希望を胸に新たな環境の中で新生活を始める時期です。この時期は、社会経験が少なく、契約知識

も不十分な若者を狙った悪質商法が増え、多くの相談が寄せられます。

◆安易に契約しない
親しい人から｢儲かる投資がある｣と勧誘されても、安易に契約してはいけません。

◆クーリング・オフしましょう
クーリング・オフ期間内であれば無条件で解約できます。

◆友人とのトラブルに注意
無理に友人を勧誘すると、その友人関係が壊れ、金銭トラブルになります。

※心配なときは､消費生活センターか24時間対応の警察相談ダイヤル＃9110まで相談してください。

事案

アドバ

イス

赤ちゃんとの触れ合いを通し、育

児や生活の情報など、お茶を飲み

ながら気軽にお話しませんか？

◆と き ４月11日(火)､25日(火)

14:00～15:30

◆ところ 市立大学 恵陵館１階

◆内 容 タッチケア(マッサージ)､学生による手

遊び､茶話会､育児相談､など

◆対 象 12カ月までのお子さんと保護者、妊娠   

中の方

◆持ち物 バスタオル、ベビーオイルやローショ

ン(使用している方）

◆講 師 日本タッチケア協会認定指導者

市立大学 保健福祉学部 看護学科

教授 笹木葉子／准教授 加藤千恵子

◆申し込み・問い合わせ

市立大学 笹木研究室 01654②4194(内線3216)

 sasahappa@nayoro.ac.jp件名を｢タッチケア｣
で送信

さ さ き  よ う こ か と う  ち  え こ

転勤や移住などで新たに名寄市に転入された市民

の皆さまを対象に市民見学会「公共施設探検ツア

ー｣を開催します。市内の公共施設を見学のほか､

昼食にご当地グルメの｢なよろ煮込みジンギスカ

ン｣を食べます。

日程  9:20 市役所風連庁舎集合
 9:45 市役所名寄庁舎集合
16:00 終了予定
※終了時間は変更の場合あり。

定員 25人
↑

インターネット

申し込み

参加費 700円(小学生未満は100円)

申し込み 電話またはインターネットで申し込む

※締切日 ４月19日(水)

問い合わせ 企画課広報推進係(名寄庁舎３階）

01654③2111（内線3307）

Ｎａｙｏｒｏ Ｐｕｂｌｉｃ Ｒｅｌａｔｉｏｎ ２０１７．４１９



ＥＮ‐ＲＡＹホール イベント情報
ＥＮ‐ＲＡＹホール
で行われる市の自主
事業などを紹介。

■４/７ fri.19:30 Spring Jazz Live（有料）

■４/16 sun.13:00 北海道知事旗争奪全道民謡決勝大会道北地区予選大会（無料）

■４/23 sun.13:00 なよろカラオケ連合会第21回交流会の集い（有料）

主なイベント４月
APRIL

CHECK！

※詳細はポスターやチラシなどをご覧ください。

ＥＮ‐ＲＡＹ
倶楽部 友の会「ＥＮ‐ＲＡＹ倶楽部」に入会しませんか？
会員募集中

入会いただいた会員の皆さまには､さまざまな特典を用意していますので､ぜひ入会ください。

※入会費・年会費は無料ですが、会員証の発行手数料として100円がかかります。

入会・問い合わせは、ＥＮ－ＲＡＹホールチケットセンター 01654③3333

年２回程度発行する

｢ＥＮ‐ＲＡＹ倶楽部

通信｣で､いち早くＥ

Ｎ‐ＲＡＹホールで

の公演情報をお知ら

せします。

公演情報をお知らせ チケットの取り置き 会員先行販売・予約 カフェ割引サービス スタンプサービス

いくつかの公演で｢Ｅ

Ｎ‐ＲＡＹ倶楽部｣会

員先行販売および予

約を実施します。詳

細は｢ＥＮ－ＲＡＹ倶

楽部通信｣にてお知ら

せします。

公演日のみオープン

する「ＥＮ‐ＲＡＹ 

Ｃａｆｅ｣で､会員証

を提示すると割引サ

ービスを受けられま

す。

スタンプを５つ集め

て100円のクーポン､

10個集めて500円のク

ーポンと記念品を差

し上げます｡(対象の

公演とそうでないも

のがあります）

公演チケットの電話

予約を受け付けます｡

電話予約をされた方

は、公演日までにチ

ケットの支払いと受

け取りができるよう

になります｡

種目
ハーフ／10キロ

５キロ／３キロ

※男女・年齢別

参加料

小学生～高校生 1,000円

一般・親子ペア 2,500円

申し込み

４月７日(金)までに

次の方法で申し込む

①大会ホームページ

(ランネット)

②申込書を事務局へ

今年も大会前日に

作.ＡＣランニングセミナーを開催します！

 と き ５月13日(土)14:00 ※受け付けは13:30から

 ところ なよろ健康の森陸上競技場

 内 容 ハーフマラソン対策、ジュニア向けランニング教室

 参加費 300円(なよろ憲法記念ハーフマラソンに参加の方は無料)

 定 員 50人

申し込み なよろ憲法記念ハーフマラソン事務局へ連絡

問い合わせ

なよろ憲法記念

ハーフマラソン事務局
(市民文化センター内

 スポーツ・合宿推進課)

  01654②2218

FAX 01654②2356

H P http://www.nayoro-run.
jp/roadrace/

5.14.SUN なよろ健康の森陸上競技場 締め切り間近！

広報なよろ平成２９年４月号 ２０



市
民
講
座

｢

バ
イ
オ
リ
ン
体
験
教
室｣

◆
と

き

４
月
29
日
(土)
、 

５
月

３
日
(水)
、14
日
(日)
、27
日
(土)
、 

６

月
11
日
(日)
、24
日
(土)
、７
月
９
日

(日) 

13
時
～
15
時
30
分【
全
７
回
】

◆
と
こ
ろ

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

ほ
か

◆
内

容

楽
器
と
弓
の
持
ち
方

練
習
、
音
階
練
習
、
弓
じ
ゃ
ん

け
ん
や
簡
単
な
曲
の
演
奏
を
通

し
て
バ
イ
オ
リ
ン
の
体
験
を
行

い
ま
す
。

◆
講

師

ど
さ
ん
こ
青
少
年
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ

◆
対
象
・
定
員

年
長
か
ら
小
学

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
・
先
着

30
人

※

希
望
者
は
チ
ェ
ロ
コ
ー
ス
を
受

講
可
能
で
す
。(

定
員
６
人
・
対

象
小
学
４
～
６
年
生
）

◆
参
加
費

８
０
０
０
円

◆
申
し
込
み

４
月
14
日
(金)
ま
で

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
西
13
南
４
）

０
１
６
５
４
②
２
２
１
８

FAX
０
１
６
５
４
②
２
３
５
６

nybunsen@city.nayoro.lg.jp

開
館

８
時
～
22
時

休
館

月
末
・
年
末
年
始

風
連
公
民
館(

風
連
町
本
町
63
・ 

 

ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内)

０
１
６
５
５
③
２
６
２
０

FAX
０
１
６
５
５
③
２
３
２
１

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど
に
つ
い
て

行
事
に
参
加
さ
れ
な
く
て
も
、

施
設
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。(

電

話
・
メ
ー
ル
も
可
能)

身
体
測
定

◆
と

き

４
月
17
日
(月)
、
18
日

(火)

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分

②
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
と
こ
ろ

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど

◆
内

容

身
長
・
体
重
を
測
り

カ
ー
ド
に
手
形
を
押
し
ま
し
ょ

う
。

◆
申
し
込
み

な
し

こ
い
の
ぼ
り
製
作

◆
と

き

４
月
24
日
(月)
、
25
日

(火)

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分

②
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
と
こ
ろ

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど

◆
内

容

親
子
で
か
わ
い
い
こ

い
の
ぼ
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

◆
申
し
込
み

４
月
３
日
(月)
～
18

日
(火)

ベ
ビ
ー
ク
ラ
フ
ト

◆
と

き

４
月
27
日
(木)
、
28
日

(金)

①
９
時
30
分
～
11
時
30
分

②
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
と
こ
ろ

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど

◆
内

容

０
歳
の
お
子
さ
ま
の

保
護
者
に
か
わ
い
い
製
作
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

◆
申
し
込
み

４
月
３
日
(月)
～
21

日
(金)

こ
い
の
ぼ
り
製
作

◆
と

き

４
月
20
日
(木)

10
時

～
11
時
30
分

◆
と
こ
ろ

さ
く
ら
保
育
園

◆
内

容

親
子
で
こ
い
の
ぼ
り

を
作
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み

な
し

平
成
29
年
度
は
４
月
10
日
か
ら

今
年
度(

平
成
29
年
度)

の
遊
び

の
広
場
は
４
月
10
日
(月)
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

※
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
未
就

学
児
童
が
保
護
者
と
一
緒
に
利
用
で

き
る
施
設
で
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

｢

ひ
ま
わ
り
ら
ん
ど｣

（
西
２
南
９
）

０
１
６
５
４
②
５
６
８
３

開
館

午
前 

９
時
～
12
時

午
後 

13
時
30
分
～
16
時

休
館

土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

風
連
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

｢

こ
ぐ
ま｣(

風
連
町
西
町
284
・

風
連
さ
く
ら
保
育
園
内)

０
１
６
５
５
③
２
３
７
８

開
館

遊
び
の
広
場 

10
時
～

11
時
30
分

相
談 

10
時
～
15
時

休
館

水
・
金
・
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始

ny-kosodatesoudan
           @city.nayoro.lg.jp

お子さまが安心安全に

スマートフォンを利用するために

適切にインターネットを利用させる

トラブルや事件に巻き込まれないよう、ス
マートフォンの使い方などインターネット
に関する知識、情報モラルやコミュニケー
ション能力を親子で身に付けることが重要
です。

家庭のルールをつくる

適切な生活習慣が身に付けられるよう、お

子さまと一緒に話し合って我が家のルール

を作りましょう。｢利用時間は９時まで｣な

ど具体的に決めましょう。

フィルタリングなどを設定する

｢フィルタリング｣とは、違法・有害サイト
にアクセスしないよう制限する機能です。
子どもたちが事件・事故に巻き込まれない
ために｢フィルタリング｣を必ず設定してく
ださい。

18歳未満のお子さまにスマートフォンを利用させる場合
は、次の点に注意してください。
◆問い合わせ
総務省 北海道総合通信局 情報通信部電気通信事業課
011-709-2311(内線4704)

保護者

の方へ

Ｎａｙｏｒｏ Ｐｕｂｌｉｃ Ｒｅｌａｔｉｏｎ ２０１７．４２１



お
い
か
わ

ゆ
き
お

な
か
た

ご
う
の
す
け

図
書
館
名
寄
本
館
（
大
通
南
２
）

０
１
６
５
４
②
４
７
５
１

FAX
０
１
６
５
４
②
４
８
９
７

開
館

火
・
金 

９
時
30
分
～
17
時

水
・
木 

９
時
30
分
～
20
時

※

17
時
以
降
は
１
階
の
み

土
・
日 

９
時
30
分
～
16
時

休
館

月
・
月
末
・
祝
・
年
末
年
始

図
書
館
風
連
分
館(

風
連
町
南
町
84)

・
FAX
０
１
６
５
５
③
２
８
７
１

開
館

月
～
金 

９
時
30
分
～
17
時

土

 

９
時
30
分
～
16
時

休
館

日
・
月
末
・
祝
・
年
末
年
始

新
着
図
書

毎
週
土
曜
日
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー

｢

３･

４
年
生
向
け
お
す
す
め
本｣

｢
つ
く
り
お
き
で
、お
い
し
く
！｣

こ
ど
も
図
書
館
ま
つ
り

◆
と

き

４
月
23
日
(日)

10
時

◆
と
こ
ろ

図
書
館
名
寄
本
館 

会
議
室(

２
階)

◆
内

容

◇
０
～
３
歳
児
向
け(
10
時)

読
み
聞
か
せ
ほ
か

◇
３
歳
以
上
～
小
学
校
低
学
年
向

け(

10
時
30
分)

絵
本
読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
、
工
作

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

◆
お
は
な
し
ク
ラ
ブ(

金
曜
日)

◇
と

き

４
月
７
日
、14
日
、21

日
、28
日

15
時
30
分

◇
対

象

３
歳
以
上
～
小
学
生

◆
ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ
ブ(

木
曜
日)

◇
と

き

４
月
６
日
、20
日 

10

時
30
分

◇
対

象

３
歳
未
満
児･

保
護
者

４
月
の
休
館
日

３
日
(月)
、
10
日
(月)
、
17
日
(月)
、

24
日
(月)
、
29
日
(土)
、

30
日
(日)

ミ
ニ
展
示
コ
ー
ナ
ー

｢

春
よ
来
い｣

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

◆
お
は
な
し
タ
イ
ム(

木
曜
日)

◇
と

き

４
月
６
日
、
13
日
、

20
日
、
27
日

15
時

◇
対

象

小
学
生

◆
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト(

金
曜
日)

◇
と

き

４
月
21
日

10
時

◇
対

象

３
歳
未
満
児･

保
護
者

４
月
の
休
館
日

２
日
(日)
、
９
日
(日)
、
16
日
(日)
、

23
日
(日)
、
29
日
(土)
、
30
日
(日)

５・19日(水)

   

７・21日(金)

11・25日(火)

12・26日(水)

13・27日(木)

 12日(水)

19日(水)

       

15:10～15:25 

15:35～15:50

16:00～16:20

15:25～15:40

15:50～16:05 

15:10～15:25

15:35～15:50

16:00～16:20 

15:10～15:25

15:35～15:50

15:35～15:50

16:00～16:20

10:35～10:45

10:55～11:10

10:15～10:40

自動車文庫「やまゆり号」４月の巡回日程

第１老人クラブ前

ハルニレ公園前

浅江島公園築山前

ﾉｰｽﾀｳﾝふれあい会館前

コデマリ公園前

麻生公園前

ライラック公園前

はなぞの広場前

緑丘第１団地

ｻﾝﾋﾟﾗｰ･ﾏｰｶﾞﾚｯﾄｳﾞｨﾗ道営住宅前

栄町公園前

西10南１自衛隊官舎前

 

市街地区（野村様宅前）

フロンティアハウス

下多寄地区(下多寄小)

 

【風連地区】

【名寄地区】

北
国
博
物
館(

緑
丘
222
）

・
FAX
０
１
６
５
４
③
２
５
７
５

 

開
館

９
時
～
17
時

休
館

月
・
年
末
年
始

風
連
歴
史
民
俗
資
料
館

(

風
連
町
南
町
85)

※

冬
期
間
休
館
（
12
月
１
日
～
翌
年

３
月
31
日
）

※

見
学
は
北
国
博
物
館
へ(

月
・
土
・

日
曜
日
、
国
民
の
休
日
は
不
可
）

ny-kitahaku@city.nayoro.lg.jp

企
画
展(

無
料)

◆
及
川
幸
雄
・
中
田
豪
之
助

二
人
展
「
農
民
の
視
点
」

下
川
町
で
農
業
を
営
む
お
二
人

人
に
よ
る
作
品
展
で
す
。
日
々
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
と
自
然
の

造
形
の
美
し
さ
を
目
で
観
、
耳

で
聴
き
、
肌
で
感
じ
、
自
然
と

共
に
生
き
る
農
業
者
の
視
点
で
、

写
真
と
絵
画
に
表
現
し
ま
し
た
。

◇
と

き

４
月
７
日
(金)
～
16
日

(日)
◇
と
こ
ろ

北
国
博
物
館

ギ
ャ

ラ
リ
ー
ホ
ー
ル(

１
階)

◇
主

催

及
川
幸
雄
さ
ん
、
中

田
豪
之
助
さ
ん(

下
川
町
在
住)

◆
野
外
植
物
展

雪
ど
け
の
春
に
恒
例
の
展
示
会

で
す
。
写
真
や
リ
ー
ス
、
押
し

花
な
ど
会
員
の
作
品
を
通
し
て
、

身
近
な
植
物
の
豊
か
さ
や
そ
の

魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
と

き

４
月
21
日
(金)
～
５
月

７
日
(日)

◇
と
こ
ろ

北
国
博
物
館

ギ
ャ

ラ
リ
ー
ホ
ー
ル(

１
階)

◇
主

催

な
よ
ろ
野
の
花
の
会 

(
上
野 

紘
一
会
長
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
企
画

｢

博
物
館
で
あ
そ
ぼ
う
！｣

５
月
５
日
の｢

こ
ど
も
の
日｣

に

ち
な
み
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に

も
博
物
館
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
館
内
の
ス
ペ
ー
ス
を
遊
び

の
場
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

◆
と

き

４
月
29
日
(土)
～
５
月

７
日
(日)

※

期
間
中
は
５
月
１
日
(月)
も
開
館

し
ま
す
。

◆
と
こ
ろ

北
国
博
物
館

ラ
ウ

ン
ジ
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
講
堂

な
ど

広報なよろ平成２９年４月号 ２２



な
よ
ろ
市
立
天
文
台
「
き
た
す
ば
る｣

(

日
進
157 
道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー 

 

ク
星
見
の
丘
）

０
１
６
５
４
②
３
９
５
６

FAX
０
１
６
５
４
②
０
２
６
７

kitasubaru@nayoro-star.jp

HPhttp://www.nayoro-star.jp

開
館

火
～
日
・
祝
日

13
時
～
21
時
30
分

(

21
時
ま
で
に
入
館)

※

４
月
か
ら
開
館
時
間
が
夏
時
間
に

変
わ
り
ま
す
。

ピリカ望遠鏡は急きょ、必要な観測が生じ

た場合は、見学・観望ができないことがあ

ります。ご了承ください。詳しくは天文台

までお問い合わせください。

４
月
の
利
用
案
内

◆
休
館
日

３
日
(月)
、
10
日
(月)
、

17
日
(月)
、
24
日
(月)

◆
観
覧
料

大
人
４
１
０
円
、
大

学
生
３
０
０
円
、
70
歳
以
上
・

高
校
生
以
下
無
料

◆
天
体
観
望

◇
月
面
が
見
え
る
日

１
日
(土)
～

12
日
(水)

◆
今
月
見
え
る
惑
星

水
星(

上

旬)

、金
星(

中
旬
以
降)

、木
星

※

晴
れ
て
い
る
昼
間
に
見
る
こ
と

が
で
き
る
星
も
あ
り
ま
す
。

◆
1.6
メ
ー
ト
ル｢

ピ
リ
カ｣

望
遠
鏡

見
学
・
観
望

◇
見
学
の
み

１
日
(土)
～
30
日
(日)

13
時
～
18
時
頃
（
休
館
日
を
除

く)

◇
天
気
が
良
け
れ
ば
星
が
見
え
る
日

１
日
(土)
、
２
日
(日)
、
７
日
(金)
～

９
日
(日)
、
14
日
(金)
～
16
日
(日)
、

21
日
(金)
～
23
日
(日)
、
28
日
(金)
～

30
日
(日)

18
時
頃
～
21
時
30
分

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

※

開
館
時
間
が
夏
時
間
に
変
更
す

る
た
め
、
19
時
の
回
が
20
時
に

変
わ
り
ま
す
。

※

４
月
下
旬
ご
ろ
に
「
富
士
の
星

暦
」
は
新
番
組
に
切
り
替
わ
る

予
定
で
す
。
詳
細
は
、
天
文
台

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

木
星
観
望
会(

観
覧
料
の
み)

木
星
の
大
き
な
姿
と
、
そ
の
周

り
を
回
っ
て
い
る
ガ
リ
レ
オ
衛
星

を
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
と

き

４
月
11
日
(火)
～
16
日

(日)

18
時
30
分
～
21
時
30
分

き
た
す
ば
る

ピ
リ
カ
ウ
ィ
ー
ク
！(

観
覧
料
の
み)

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

は
、
ピ
リ
カ
望
遠
鏡
で
星
を
見
よ

う
！

◆
と

き

４
月
28
日
(金)
～
５
月

７
日
(日)

18
時
30
分
～
21
時
30

分

※

休
館
日(

５
月
１
日)

を
除
く
。

14:00

16:00

18:00

20:00

時 間

ほしみるおじさん

みぢかなうちゅうのおはなし

土日祝日プログラム

富士の星暦

日本最高峰を知る

TO WORLDS BEYOND

太陽系をめぐる旅

TO WORLDS BEYOND

太陽系をめぐる旅

TO WORLDS BEYOND

太陽系をめぐる旅

TO WORLDS BEYOND

太陽系をめぐる旅

富士の星暦

日本最高峰を知る

富士の星暦

日本最高峰を知る

平日プログラム

○上弦
○満月
○下弦
●新月

日 日の出 日の入 月の出 月の形 月の入 日

 １日
10日
20日
30日

5:10
4:54
4:37
4:21

17:59
18:10
18:22
18:35

8:00
17:02
1:06
7:32

22:48
4:39

11:09
22:45

 ４日
11日
19日
26日

４月の太陽・月の暦

木星とガリレオ衛星のイオ

木
星
は
太
陽
系
最
大
の
惑
星

で
、
赤
道
方
向
に
平
行
に
伸
び
る

し
ま
模
様
が
特
徴
的
で
す
。
65

個
以
上
の
衛
星
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
特
に

明
る
い
４
つ
の
衛
星
は｢

ガ
リ

レ
オ
衛
星｣

と
呼
ば
れ
、望
遠
鏡

を
使
え
ば
木
星
の
周
り
に
そ
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
０
１
６
年
３
月
28
日

(

撮
影
者

永
吉 

竜
馬)

な
が
よ
し

 

り
ょ
う
ま

児
童
セ
ン
タ
ー
【
ほ
っ
と
21
】

(

西
11
北
２)

・
FAX
０
１
６
５
４
③
３
４
６
５

開
館

９
時
～
21
時

※

放
課
後
児
童
の
利
用
時
間

は
13
時
～
17
時

休
館

日
・
祝
日
・
年
末
年
始

入
学
・
進
級
お
め
で
と
う
会

児
童
セ
ン
タ
ー
で
お
友
達
と
仲

良
く
な
ろ
う
！
楽
し
い
ゲ
ー
ム
も

あ
り
ま
す
よ
。

◆
と

き

４
月
22
日
(土)

13
時

30
分
～
15
時

◆
と
こ
ろ

児
童
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
・
定
員

小
学
生
・
定
員

な
し

◆
持
ち
物

上
靴

◆
申
し
込
み

４
月
８
日
(土)
～
14

日
(金)

母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

母
の
日
に
心
の
こ
も
っ
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
渡
し
ま
せ
ん
か
。

◆
と

き

５
月
13
日
(土)

13
時

30
分
～
15
時

◆
と
こ
ろ

児
童
セ
ン
タ
ー

◆
対
象
・
定
員

小
学
生
・
20
人

◆
持
ち
物

上
靴

◆
申
し
込
み

４
月
15
日
(土)
～
21

日
(金)

申
込
方
法(

共
通)

な
よ
ろ
っ
こ
４
月
号
に
掲
載
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

窓
口
に
提
出
す
る
。（
電
話
受
け
付

け
も
可)

Ｎａｙｏｒｏ Ｐｕｂｌｉｃ Ｒｅｌａｔｉｏｎ ２０１７．４２３



夜間窓口

暮らしのリサイクル
（10：00～16：00）

不用になった家庭用品などを紹

介します。お気軽にお電話くだ

さい。

※受け渡しは原則として無償で

行います。

名寄消費者協会
01654③5630

問

市長室開放事業を
開催します

・  企画課秘書係
 ３階（内線3304）

◆対 象 市民または市民が組

織する団体やサークルなど

◆開催日時 土日祝を除いた

４月３日(月)～28日(金)

９時～17時30分の20～30分

※市長の公務を優先します。

◆懇談場所 市役所名寄庁舎や

風連庁舎の市長室など

◆懇談内容 地域活動やまちづ

くりの話、市政への要望・疑

問など

※個人的な要望・相談･苦情･

宗教に関する意見、書面に

よる要望の提出、または懇

談にふさわしくないと判断

される場合は、お断りさせ

ていただきます。

問申
名

◆と き ４月25日(火)
17:30～19:30

◆ところ
納税窓口
税務課納税係 ２階

国保窓口
市民課国保高齢医療係

１階

◆ゆずります

①パズル(幼児用)

②ひらがなブロック

③名寄高校女子制服(165Ａ)

④英和辞典・和英辞典

⑤歩くスキー(170センチ女性用)

⑥歩くスキー靴(24センチ)

⑦ゴルフクラブ(ハーフセット)

⑧ゴルフシューズ(24センチ)

⑨自転車(24インチ婦人用)

⑩自転車(切り替え付き)

⑪デスクワゴン

⑫椅子(キャスター付き)

⑬テレビボード

⑭キャビネット(キャスター付き)

◆ゆずってください

⑮車椅子(幅広タイプ)

⑯電気炊飯器(0.5～5.5合炊き)

名

名

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

週
に
１
回
昼
食
時
に
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
配
達
し

ま
す
。
そ
の
際
に
、
利
用
者
へ｢

声

か
け
」
を
行
い
安
否
の
確
認
を
し

ま
す
。

◆
対

象

お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
独
居
、
高
齢
の
方
の
み
の
世

帯
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

で
自
立
支
援
の
観
点
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
適
切

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

◆
料

金

１
食
４
６
０
円

◆
そ
の
他

申
請
さ
れ
た
方
の
生

活
状
態
、
身
体
状
態
な
ど
を
伺

い
、
適
切
と
認
め
ら
れ
た
方
が

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
高
齢
者
支
援
課
高
齢
福
祉
係

２
階(

内
線
３
２
３
１
）

地
域
住
民
課
福
祉
係

１
階(

内
線
１
１
２)

問

申名風

◆
違
反
建
築
物
等
の
防
止

建
築
物
等
を
新
築
や
増
築
な
ど

す
る
場
合
は
、
工
事
の
着
手
前

に
建
築
確
認
申
請
書
を
提
出
し

て
、
建
築
主
事
の
審
査
を
受
け

な
け
れ
ば
建
築
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
書
の
作
成
は
工
務
店
や
販

売
店
な
ど
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
建
築
物

①
床
面
積
が
10
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
市
販
の
物
置
、
車
庫
、
カ

ー
ポ
ー
ト
な
ど
す
べ
て
の
建
築

物

※

た
だ
し
、
準
防
火
地
域
内
は
床

面
積
に
関
わ
ら
ず
申
請
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

②
高
さ
が
４
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

屋
外
広
告
物
な
ど
の
工
作
物

※

車
庫
や
物
置
（
既
製
ス
チ
ー
ル

製
品
等
）
な
ど
の
設
置
に
確
認

申
請
の
手
続
き
が
不
要
と
称
し

て
販
売
す
る
悪
質
な
業
者
も
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
無
届
け
に
よ

る
建
築
行
為
で
処
罰
の
対
象
に

な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
届
け
出

延
べ
床
面
積
が
80
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
建
築
物
等
を
解
体

す
る
場
合
、
事
前
（
工
事
着
手

日
の
７
日
前
ま
で
）
の
届
け
出

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
分
別
解
体
や
解
体
材
の

再
資
源
化
な
ど
も
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
無
届
け
の
解
体

や
ミ
ン
チ
解
体
は
処
罰
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

届
出
先
・

建
築
課
指
導
係

２
階(

内
線
２
２
６)

風

問

建
築
物
の
新
築
・
増
築
・
解
体
に
は
届
け
出
を

仕
事
と
生
活
の
調
和

｢

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス｣

国
は
、｢

仕
事
と
生
活
の
調
和
推

進
の
た
め
の
行
動
指
針
」
で
２
０

２
０
年
ま
で
に
「
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
率
を
70
パ
ー
セ
ン
ト
に
引

き
上
げ
る
」
と
し
た
目
標
を
示
し

ま
し
た
。

ま
た
、｢

ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍

プ
ラ
ン｣

で
は
、企
業
に
お
け
る
労

使
一
体
で
の
年
次
有
給
休
暇
の
取

得
向
上
が
あ
げ
ら
れ
、｢

明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

は
、
観
光
先
進
国
に
向
け
て
働
き

方
・
休
み
方
改
革
を
推
進
す
る
な

ど
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
を
促

進
す
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す

い
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
連
続

休
暇
を
取
得
し
ま
し
ょ
う
。

営
業
戦
略
課

３
階(

内
線
３
３
４
３)

問名

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
登
記
手
続
き
相
談
の
予
約

旭
川
地
方
法
務
局
名
寄
支
局
で

は
、
不
動
産
の
売
買
、
贈
与
、
相

続
な
ど
の
所
有
権
移
転
登
記(

不

動
産
の
名
義
変
更)

、抵
当
権
抹

消
登
記(

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
等
に

よ
る
担
保
権
の
抹
消)

、
建
物
滅

失
登
記(

建
物
を
取
り
壊
し
た
場

合)

な
ど
の
各
種
手
続
き
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
待
ち
時
間
を
解
消
す
る

た
め
、
予
約
制
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
申
請
手
続
き
の
相
談
を

希
望
す
る
方
は
、
電
話
や
窓
口

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

予
約
先
・

旭
川
地
方
法
務
局
名
寄
支
局

(

西
１
南
11)

０
１
６
５
４
②
２
３
４
９

問

問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎(

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎(

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

広報なよろ平成２９年４月号 ２４



市
で
は
、
市
民
や
移
住
さ
れ
る

方
が
安
心
し
て
名
寄
市
に
住
み
続

け
ら
れ
る
住
ま
い
づ
く
り
の
促
進

の
た
め
「
名
寄
市
住
宅
改
修
等
推

進
事
業｣

を
実
施
し
ま
す
。

◆
対

象

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
方

①
名
寄
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
現

在
居
住
の
改
修
住
宅
を
所
有
す

る
方

②
市
内
の
住
宅
を
購
入
し
、
改
修

し
た
後
に
名
寄
市
に
転
入
し
、

居
住
す
る
方

③
名
寄
市
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
て
い
る
住
宅
を
購
入
し
、

改
修
し
た
後
に
居
住
す
る
方

※

共
同
住
宅
、
賃
貸
住
宅
、
法
人

や
会
社
、
宗
教
団
体
が
所
有
す

る
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

◆
補
助
金
額

◆
対
象
工
事

事
前
に
登
録
さ
れ

て
い
る
事
業
者
の
工
事
で
、
次

の
工
事
が
対
象
で
す
。

①
住
宅
の
増
築
、
改
築
工
事

②
住
宅
の
耐
久
性
を
高
め
る
工
事

③
住
宅
の
安
全
上
、
防
災
上
必
要

な
工
事

④
住
宅
の
居
住
性
を
良
好
に
す
る

た
め
の
工
事

⑤
住
宅
の
衛
生
上
必
要
な
工
事

※

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
完

了
す
る
工
事
で
あ
る
こ
と
。

※
交
付
決
定
前
に
着
工
し
た
場
合

は
対
象
外
で
す
。

※

国
、
道
、
市
そ
の
他
公
共
団
体

か
ら
資
金
の
貸
し
付
け
や
補
助

な
ど
を
受
け
た
住
宅
の
工
事
は

対
象
外
で
す
。

◆
提
出
書
類

◇
申
請
時

補
助
金
交
付
申
請
書
、

住
民
票
、
納
税
証
明
書
、工
事
見

積
書
、
住
宅
所
有
証
明（
登
記
簿

謄
本
ま
た
は
家
屋
証
明
書
）、
施

行
前
の
写
真
な
ど

◇
実
績
報
告
時

実
績
報
告
書
、

支
払
い
が
わ
か
る
書
類
（
領
収

書
や
振
込
調
書
な
ど
）、
施
工
後

の
写
真
、
金
融
機
関
口
座
振
込

依
頼
書
な
ど

※

転
入
さ
れ
る
方
の
補
助
金
の
交

付
は
、
住
民
票
の
提
出
後
に
行

い
ま
す
。

・
営
業
戦
略
課

３
階(

内
線
３
３
４
３)

住
宅
改
修
の
工
事
費
を
一
部
補
助
し
ま
す

名

問

申

50万円以上

100万円未満
10万円

100万円以上 20万円

改修工事経費

（消費税除く）
補助金額

と き ４月６日(木)～15日(土)
運動の重点項目
◆子どもと高齢者の交通事故防止～事故にあわない、おこさない～

◆走行中・自転車乗用中の交通事故防止

(自転車については、特に自転車安全利用５則の周知徹底)

◆後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの

正しい着用の徹底

◆飲酒運転の根絶

環境生活課 環境･生活安全係   １階（内線3126）

①自転車は車道が原則、歩道は例外

②車道は左側を通行

③歩道は歩行者優先で車道よりを徐行

④安全ルールを守る

・飲酒運転、二人乗り、並進の禁止

・夜間はライトを点灯

・交差点での信号遵守と一時停止･安全確認

⑤子どもはヘルメットを着用

春の全国交通安全運動 ～新入学児童を交通事故から守りましょう～春の全国交通安全運動 ～新入学児童を交通事故から守りましょう～春の全国交通安全運動 ～新入学児童を交通事故から守りましょう～

名問

市
で
は
、
奨
学
金
や
修
学
資
金

の
貸
し
付
け
を
受
け
た
学
生
・
生

徒
に
対
し
て
、
利
子
補
給
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◆
対

象

①
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

短
大
、
大
学
、
大
学
院
、
専
修
学

校
・
専
門
課
程
に
在
学
中
の
方

②
親
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き

方
が
名
寄
市
民

③
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
の
有
利
子
奨
学
金
の
貸
し

付
け
を
受
け
た
方
、
ま
た
は
㈱

日
本
政
策
金
融
公
庫
・
民
間
金

融
機
関
な
ど
の
修
学
資
金
の
貸

し
付
け
を
受
け
た
方
で
規
則
で

定
め
る
選
考
基
準
に
よ
り
選
考

さ
れ
た
方

※

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
奨
学
生
は
、
無
条
件
で
利

子
補
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
利
子
補
給
金
の
算
出
基
準
額

次
の
金
額
に
修
業
年
数
を
乗
じ

た
額
。

①
高
等
学
校
在
学
生

12
万
円

②
高
等
専
門
学
校
在
学
生 
18
万
円

③
専
修
学
校(

専
門
課
程)
在
学
生
、

ま
た
は
各
種
学
校
在
学
生
（
修

業
年
限
１
年
以
上) 

36
万
円

④
大
学
、
大
学
院
在
学
生 

48
万
円

◆
利
子
補
給
金

◇
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
奨
学
生

基
準
額
に
そ
の
貸
付
利
率
を
乗

じ
た
額
の
一
部
を
補
給
。

◇
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
・
民
間

金
融
機
関
な
ど

規
則
に
定
め
る
選
考
基
準
の
収

入
判
定
額
に
よ
り
補
給
。

◆
申
込
期
限

10
月
31
日
(火)

※

借
入
先
に
よ
っ
て
必
要
書
類
が

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
学
校
教
育
課
総
務
係

３
階(

内
線
３
３
７
４)

奨
学
金
・
修
学
資
金
の
利
子
補
給
制
度

名

問

申水
質
検
査
料
金
の
改
定

市
水
道
事
業
で
は
、
地
下
水
な

ど
の
水
質
検
査
を
有
料
で
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
水
質
検

査
料
金
を
改
定
し
ま
す
。

浄
水
場
管
理
係

０
１
６
５
４
⑨
４
３
８
８

問

一般飲料水検査

（地下水検査）
8,640円

検査項目
料 金

(消費税込み)

問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎(

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎(

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

Ｎａｙｏｒｏ Ｐｕｂｌｉｃ Ｒｅｌａｔｉｏｎ ２０１７．４２５



市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
水
道
の
使

用
開
始
・
中
止
の
申
し
込
み
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
窓
口
が
込

み
合
う
こ
と
か
ら
、
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
く
な
り
、
手
続
き
に
時

間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

24
時
間
申
し
込
み
可
能
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

暮
ら
し
の
情

報

上
下
水
道

水
道

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
水
道
の
使

用
開
始
・
中
止
の
お
申
し
込
み

※

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

業
務
課
業
務
係

３
階(

内
線
３
３
６
２
）

保
健
福
祉
に
係
る
計
画
策
定
部
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

個
人
ま
た
は
団
体
が
実
施
す
る

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

現
在
、
平
成
29
年
度
前
期
分
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
対
象
事
業

①
特
産
品
づ
く
り
の
開
発
研
究
に

関
す
る
事
業

②
市
民
生
活
の
向
上
、
文
化
交
流

や
地
域
振
興
に
関
す
る
事
業
の

う
ち
、
次
に
該
当
す
る
事
業

文
化
交
流
事
業

・
国
内
交
流
事
業

・
国
際
交
流
事
業

地
域
振
興
事
業

・
農
業
振
興
事
業

・
産
業
振
興
事
業

・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
業

・
広
域
連
携
事
業

③
観
光
振
興
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
催
事
に
関
す
る
事
業

④
生
涯
学
習･

国
際
交
流･

後
継
者

育
成
な
ど
の
人
材
育
成
に
関
す

る
事
業

◆
助
成
の
条
件

①
助
成
は
１
つ
の
事
業
に
つ
き
１

回
と
す
る
（
事
業
内
容
に
よ
っ

て
は
継
続
し
て
助
成
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
）

②
事
業
完
了
後
は
、
成
果
品
、
実

績
報
告
書
と
収
支
決
算
書
を
提

出
す
る
こ
と

③
市
が
交
付
す
る
他
の
補
助
金
対

象
事
業
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

④
同
一
申
請
者
に
対
す
る
助
成
は
、

同
一
年
度
内
に
１
回
と
す
る

⑤
過
去
に
本
助
成
制
度
を
活
用
し

た
こ
と
が
な
い
事
業
で
あ
る
こ

と
（
特
産
品
づ
く
り
の
開
発
研

究
に
関
す
る
事
業
は
除
く
）

◆
助
成
額

対
象
事
業
経
費
総
額

の
２
分
の
１
以
内
で
、
予
算
の

範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。
限
度

額
は
次
の
表
の
と
お
り
。

・
企
画
課
企
画
調
整
係

３
階(

内
線
３
３
０
８)

開発研究 20万円
素材や器材を用いて行う試作試験に

要する費用など

会場設営機材や宣伝広告等に要する

費用など

先進地等への派遣研修、講師を招い

て行う人材育成に要する費用など

20万円

10万円

イベント

開催

人材育成

経費区分 助成限度額 費用の例

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
助
成
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

名

問

平
成
29
年
度
に
策
定
を
行
う｢

名

寄
市
第
７
期
高
齢
者
保
健
医
療
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画｣

、

｢

第
３
次
名
寄
市
障
が
い
者
福
祉
計

画
」、「
第
５
期
名
寄
市
障
が
い
福

祉
実
施
計
画
」
の
審
議
を
し
て
い

た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対

象

保
健
福
祉
に
関
心
の

あ
る
市
民

◆
部
会
・
人
数

①
障
が
い
福
祉
部
会

２
人

②
保
健
医
療
・
高
齢
者
合
同
部
会

２
人

◆
任

期

平
成
31
年
３
月
31
日

◆
会

議

年
５
・
６
回

◆
応
募
方
法

任
意
様
式
に
「
計

画
策
定
委
員
公
募
」
と
明
記
の

う
え
、
氏
名･

住
所･

性
別･

年

齢･

生
年
月
日･

電
話
番
号･

職

業･

応
募
動
機･

希
望
部
会
を
記

入
し
、
持
参･

郵
送･

Ｆ
Ａ
Ｘ
な

ど
で
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
期
限

４
月
14
日
(金)

◆
結
果
の
通
知

書
類
選
考
の
う

え
、
４
月
下
旬
ま
で
に
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

応
募
先
・

障
が
い
福
祉
部
会

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

２
階(

内
線
３
２
２
５)

FAX
０
１
６
５
４
⑨
２
０
８
９

保
健
医
療
・
高
齢
者
合
同
部
会

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

２
階(

内
線
３
２
３
０)

FAX
０
１
６
５
４
⑨
２
０
８
９

水
道
の
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

名名

問

申

名 問

要
介
護
高
齢
者
等
に
紙
お
む
つ

用
ご
み
袋
を
支
給
し
ま
す

◆
対

象

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
名
寄
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
在

宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方

②
要
介
護
３･

４･

５
に
認
定
さ
れ

て
い
る
方

◆
支
給
ご
み
袋

指
定
炭
化
ご
み

袋(
生
ご
み
不
可)

20
リ
ッ
ト
ル

(

ピ
ン
ク
色)

◆
支
給
枚
数

１
年
間
１
２
０
枚

※

対
象
者
に
は
個
別
に
４
月
上
旬

に
通
知
し
ま
す
。

※

年
度
途
中
で
対
象
に
な
っ
た
方

に
は
、
月
数
分
の
ご
み
袋
を
支

給
し
ま
す
。

高
齢
者
支
援
課
高
齢
福
祉
係

２
階(

内
線
３
２
３
１･

 

３
２
３
２
）

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員

を
紹
介
し
ま
す

◆
名
寄
地
区

◇
大
町
区

荻
原

秀
仁(

西
４
北
４)

０
１
６
５
４
②
３
９
２
５

◇
鉄
道
区･

サ
ン
ピ
ラ
ー
区･

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ヴ
ィ
ラ
区

松
井

栄
子(

西
２
南
11)

０
１
６
５
４
②
１
２
４
６

社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

２
階(

内
線
３
２
２
１
）

お
ぎ
は
ら

ひ
で
ひ

と

ま

つ

い

え

い

こ

名 問 名 問

問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎(

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎(

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

広報なよろ平成２９年４月号 ２６



臨
時
福
祉
給
付
金
を

支
給
し
ま
す

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
、
所
得
の
少
な
い
方
に
臨
時

福
祉
給
付
金(

経
済
対
策
分)

の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
対

象

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
名

寄
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

②
平
成
28
年
度
の
市･

道
民
税(

均

等
割)

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

③
市
・
道
民
税(

均
等
割)

が
課
税

さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
な

ど
で
な
い
方

◆
給
付
額

１
人
あ
た
り

１
万
５
０
０
０
円

◆
案
内
文
書
の
送
付

対
象
と
思

わ
れ
る
方
に
は
案
内
文
書
を
発

送
し
て
い
ま
す
。
持
ち
物
な
ど

内
容
を
ご
確
認
の
う
え
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限

６
月
19
日
(月)

◆
申
請
場
所

①
市
役
所
名
寄
庁
舎
臨
時
福
祉
給

付
金
窓
口

②
市
役
所
風
連
庁
舎
地
域
住
民
課

③
智
恵
文
支
所
（
智
恵
文
多
目
的

研
修
セ
ン
タ
ー)

臨
時
福
祉
給
付
金
窓
口

１
階(

内
線
３
１
９
８･

 

３
１
９
９
）

名 問

風
連
ダ
ム
・
御
料
ダ
ム
警
報

サ
イ
レ
ン
等
の
お
知
ら
せ

例
年
、
４
月
末
か
ら
５
月
に
は
、

融
雪
水
に
よ
り
河
川
の
水
位
が
上

昇
し
ま
す
。

ダ
ム
の
管
理
上
、
下
流
の
水
位

が
急
激
に
上
昇
す
る
恐
れ
が
あ
る

場
合
に
は
警
報
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
、
警
報
車
で
周
知
し
ま
す
。

◆
対

象

次
の
場
合
、
警
報
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
ま
す
の
で
、
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

※

サ
イ
レ
ン
は
55
秒
間
鳴
り
、
５

秒
休
み
が
９
回
続
き
ま
す
。

①
４
月
末
か
ら
５
月
の
融
雪
時
期

②
長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
で
、
ダ

ム
の
貯
水
量
が
急
激
に
増
え
た

と
き

◆
警
報
用
サ
イ
レ
ン
設
置
箇
所

①
風
連
町
日
進
14
線

②
風
連
町
日
進
10
線
南
４
番
線

③
風
連
町
日
進
７
線

④
風
連
町
日
進
４
線

⑤
風
連
町
日
進
１
線

道
道
下
川
風
連
線

⑥
風
連
町
旭
30
線
東
10
号

⑦
風
連
町
瑞
生
21
線
東
１
号

⑧
風
連
消
防
署

※

③
⑥
⑦
⑧
は
消
防
サ
イ
レ
ン

耕
地
林
務
課
管
理
係

１
階(

内
線
３
２
２)

風 問

手
当
額
の
改
定

４
月
か
ら
次
の
手
当
額
が
、
物

価
変
動
を
踏
ま
え
、
０
・
１
パ
ー

セ
ン
ト
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。

※

所
得
制
限
な
ど
の
支
給
条
件
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て
支
援
係

２
階(

内
線
３
２
４
１･

 

３
２
４
５)

名 問

児童扶養
手当

第１子

第２子加算

第３子以降加算

4万2,330円～9,990円 4万2,290円～9,980円

1万円～5,000円 9,990円～5,000円

6,000円～3,000円 5,990円～3,000円

特別児童
扶養手当

１級 5万1,500円 5万1,450円

２級 3万4,300円 3万4,270円

手当の名称
従来の手当額

(平成29年3月まで)
改定後手当額

(平成29年4月から)

ヒ
グ
マ
に
よ
る
被
害
を
防
止

◆
ヒ
グ
マ
対
策
技
術
者
育
成
の

た
め
の
捕
獲
事
業

本
事
業
で
は
、
北
海
道
と
猟
友

会
名
寄
支
部
と
協
力
し
て
、
残

雪
期
に
冬
眠
を
終
え
た
ヒ
グ
マ

の
足
跡
な
ど
を
追
跡
し
、
ヒ
グ

マ
が
人
里
に
近
づ
か
な
い
よ
う

な
学
習
行
動
を
実
施
す
る
ほ
か
、

状
況
に
応
じ
ヒ
グ
マ
を
捕
獲
し

ま
す
。
ヒ
グ
マ
は
早
け
れ
ば
３

月
中
旬
か
ら
活
動
を
始
め
る
の

で
、
山
林
へ
入
林
す
る
場
合
は

十
分
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

事
業
の
実
施
期
間
中
は
、
対
象

地
域
の
山
林
に
入
林
し
な
い
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
実
施
期
間

５
月
15
日
(月)
ま
で

◇
対
象
地
域

①
名
寄
日
進
道
有
林
・
国
有
林

②
風
連
池
の
上
道
有
林
・
民
有
林

(

王
子
木
材
緑
化
所
有)

③
風
連
日
進
国
有
林

◆
ヒ
グ
マ
に
遭
わ
な
い
た
め
に

登
山
や
山
菜
取
り
で
山
林
に
入

る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
、
万
が
一
ヒ
グ
マ
に
遭
っ
た

と
き
は
、
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い

て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

①
事
前
に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を

確
認
す
る

②
単
独
行
動
を
避
け
、
複
数
で
行

動
す
る

③
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
の
出
る
も

の
を
鳴
ら
す

④
ク
マ
の
足
跡
や
フ
ン
を
見
つ
け

た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
す

耕
地
林
務
課
林
務
係

１
階(

内
線
３
１
７)

風 問

縦
覧
・
閲
覧
で
き
る
事
項
は
所

在
、
地
目
、
地
積
、家
屋
床
面
積
、評

価
額
な
ど
で
す
。

◆
と

き

４
月
３
日
(月)
～
５
月

31
日
(水)

※

市
役
所
開
庁
時
間
に
限
る
。

◆
と
こ
ろ

①
市
役
所
名
寄
庁
舎
税
務
課
資
産

税
係

②
市
役
所
風
連
庁
舎
地
域
住
民
課

総
務
・
税
務
係

◆
対

象

市
内
に
免
税
点
以
上

の
土
地
や
家
屋
を
所
有
す
る
納

税
義
務
者
、
納
税
管
理
人

※

必
ず
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

(

運
転
免
許
証
、
納
税
通
知
書
な

ど)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
代
理
人
が
閲
覧
す
る
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

税
務
課
資
産
税
係

２
階(

内
線
３
２
０
４･

 

３
２
０
５･

３
２
０
９)

名 問

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す

問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎(

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎(

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

Ｎａｙｏｒｏ Ｐｕｂｌｉｃ Ｒｅｌａｔｉｏｎ ２０１７．４２７



保
険
料
の
軽
減
割
合
や
判
定
基

準
が
次
の
と
お
り
見
直
さ
れ
ま
し

た
。  

※

平
成
29
年
度
の
保
険
料
額
は
、７

月
に
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
均
等
割
２
割･

５
割
軽
減
の
範
囲

◆
所
得
割
の
軽
減
割
合

◆
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
方
の
均
等
割
軽
減
割
合

市
民
課
国
保
高
齢
医
療
係

１
階(
内
線
３
１
１
８)

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

０
１
１-

２
９
０-
５
６
０
１

健
康
づ
く
り
体
操
教
室

◆
と

き

４
月
13
日
(木)
、
20
日

(木)
、
27
日
(木)

９
時
30
分
～
11

時
15
分

◆
と
こ
ろ

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

西
１
南
12)

◆
対

象

お
お
む
ね
60
歳
以
上

◆
内

容

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

民
謡
踊
り
、自
き
ょ
う
術
、
ラ
ジ

オ
体
操

◆
持
ち
物

上
靴

◆
申
し
込
み

当
日
会
場
で
受
け

付
け
ま
す
。

高
齢
者
支
援
課
高
齢
福
祉
係

２
階(

内
線
３
２
３
１)

問名 名 問

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

均等割５割軽減

33万円＋(26万5千円
×世帯の被保険者数)

33万円＋(48万円
×世帯の被保険者数)

33万円＋(27万円
×世帯の被保険者数)

33万円＋(49万円
×世帯の被保険者数)

均等割２割軽減

平成28年度

平成29年度

※所得の状況により、均等割軽
減割合が９割、または８.５割
に該当することがあります。

所得割５割軽減平成28年度

所得割２割軽減平成29年度

所得から33万円
を引いた額が
58万円以下の方

均等割９割軽減平成28年度

均等割７割軽減平成29年度

被用者保険の被
扶養者だった方

林
野
火
災
を
起
こ
さ
な
い

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

は
林
野
火
災
危
険
期
間
で
す
。

林
野
火
災
の
出
火
原
因
は
、
ゴ

ミ
焼
き
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
な

ど
の
火
気
の
取
り
扱
い
不
注
意
や

不
始
末
に
よ
る
人
為
的
な
過
失
に

よ
る
も
の
が
大
半
を
占
め
ま
す
。

火
災
原
因
に
よ
っ
て
は
、
賠
償

責
任
が
発
生
し
ま
す
。
危
険
期
間

は
も
と
よ
り
、
期
間
外
も
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
野
焼
き
を
行
う
と
き
の
注
意
点

①
風
の
強
い
日
は
避
け
る

※

風
が
吹
い
て
な
く
て
も
突
然
吹

き
始
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
一
度
に
広
い
範
囲
で
行
わ
ず
、

刈
っ
た
草
な
ど
は
少
し
ず
つ
ま

と
め
一
定
区
画
ご
と
に
行
う

③
複
数
人
で
行
い
、
監
視
す
る
人

や
消
火
す
る
人
な
ど
の
役
割
分

担
を
決
め
る

④
火
の
そ
ば
を
離
れ
ず
、
必
ず
消

火
準
備
が
整
っ
て
か
ら
行
う

⑤
山
林
へ
の
延
焼
の
恐
れ
が
あ
る

場
所
で
は
行
わ
な
い

耕
地
林
務
課
林
務
係

１
階(

内
線
３
１
７
）

上
川
北
部
森
林
管
理
署

０
１
６
５
５
④
２
５
５
１

上
川
総
合
振
興
局
北
部
森
林
室

０
１
６
５
６
②
１
７
２
６

風 問

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
保
険
料
率
改
定

平
成
29
年
度
の
保
険
料
率
が
変

更
に
な
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、健
康
保
険
料
率
、介

護
保
険
料
率
と
も
に
引
き
上
げ

と
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

◇
健
康
保
険
料
率

10
・
22
パ
ー

セ
ン
ト

※

昨
年
度
比
＋
０･

07
パ
ー
セ
ン
ト

◇
介
護
保
険
料
率

１
・
65
パ
ー

セ
ン
ト

※

昨
年
度
比
＋
０･

07
パ
ー
セ
ン
ト

◆
健
診
費
用
の
一
部
補
助

年
度
内
に
１
回
、
加
入
者
の
健

診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

◇
補
助
対
象
健
診

①
被
保
険
者(

本
人)

・
対
象
年
齢

35
歳
～
74
歳

・
内

容

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

※

が
ん
検
診
を
含
め
た
充
実
し
た

健
診

②
被
扶
養
者(

家
族)

・
対
象
年
齢

40
歳
～
74
歳

・
内

容

特
定
健
康
診
査

※

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
し
た
健
診

全
国
健
康
保
険
協
会

北
海
道
支
部

０
１
１-

７
２
６-

０
３
５
２

問

が
ん
患
者
サ
ロ
ン

｢

よ
り
み
ち
茶
話
会｣

市
立
総
合
病
院
で
は
、
が
ん
の

こ
と
を
気
軽
に
語
り
合
う
サ
ロ
ン

を
開
催
し
ま
す
。が
ん
患
者
さ
ん･

そ
の
家
族
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

◆
と

き

４
月
27
日
(木)

13
時

30
分
～
15
時

◆
と
こ
ろ

市
立
総
合
病
院
２
階

和
室

◆
内

容

今
話
題
の
抗
が
ん
剤

や
高
額
な
薬

※

当
日
は
薬
剤
師
も
参
加
し
ま
す
。

ス
ト
ー
マ
の
会

ス
ト
ー
マ
に
つ
い
て
、
日
常
生

活
の
工
夫
や
ケ
ア
の
方
法
な
ど
な

か
な
か
聞
け
な
い
疑
問
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
困
り
ご
と
や
体
験
談
な

ど
を
お
し
ゃ
べ
り
す
る
会
で
す
。

◆
と

き

５
月
12
日
(金)

13
時

30
分
～
15
時

◆
と
こ
ろ

市
立
総
合
病
院
２
階

和
室

◆
内

容

気
に
な
る
「
に
お
い

対
策
」
他
の
人
は
ど
う
し
て
い

る
の
？

・
市
立
総
合
病
院

地
域
医
療
連
携
室

０
１
６
５
４
③
３
１
０
１

問

申

問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎(

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎(

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

広報なよろ平成２９年４月号 ２８



①消費生活相談

と き 月～金曜日 9:15～16:00

②市民相談

と き 月～金曜日 9:15～16:00

③無料法律相談

と き ４月２日(日)11:00～

５月７日(日)11:00～

※事前予約が必要です。

④行政相談

と き 月～金曜日 9:15～16:00

⑤結婚相談

と き 第１金曜日17:30～19:00

その他の金曜日13:00～15:00

ところ 名寄市消費生活センター

(駅前交流プラザ｢よろーな｣) 

① 01654②3575

②～⑤ 01654③2111(内線3616)

◆年金事務相談

と き ４月11日(火)10:30～16:00

ところ 名寄商工会議所

(駅前交流プラザ｢よろーな｣)

※完全予約制( 0166-72-5004)

◆労働相談

と き 月～金曜日 8:45～17:30

ところ 名寄庁舎３階

営業戦略課労働相談所

01654③2111

◆人権相談

と き 月～金曜日 8:30～16:30

ところ 旭川地方法務局名寄支局

01654②2349

◆生活相談支援センター

と き 月～金曜日 9:00～17:00

ところ 社会福祉協議会

(総合福祉センター内)

01654③9862

◆心配ごと相談

と き 月～金曜日10:00～17:00

ところ 西條名寄店１階

ここほっと

01654②3968

◆教育相談ハートダイヤル

と き 月～金曜日 9:00～17:00

ところ 児童センター

01654③1000

0120-874-746(フリーダイヤル)

無料相談窓口

町内会に入りましょう
｢広報なよろ｣は、お住まいの

地域の町内会が町内会加入世帯
を中心に市民の皆さまへ回覧板
やポスト投函などにより配布を
しています。
一人でも多くの皆さ

まが広報を手に取れる
よう、町内会に加入し
ましょう。
◆加入するには
お住まいの地域の町内会長、
または町内会連合会事務局へ
ご連絡ください。

・  町内会連合会事務局
（企画課企画調整係）
 ３階（内線3311）

問申

名

◆
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
た
め
に

○
名
寄
ピ
ヤ
シ
リ
大
学

第
三
十
四
回
卒
業
生
一
同

◆
社
会
貢
献
の
た
め
に

○
橋
場
建
設
株
式
会
社

(

橋
場

義
哲

代
表
取
締
役
社
長)

○
第
一
建
設
株
式
会
社

(

寺
島

香
代
表
取
締
役)

○
中
川
阿
部
建
設
株
式
会
社

(

吉
田

寛
代
表
取
締
役)

○
株
式
会
社
真
鍋
組

(

眞
鍋

和
一

代
表
取
締
役)

ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

よ

し

だ

ひ
ろ
し

て
ら
し

ま

か
お
り

は

し

ば

よ
し
あ
き

か
ず
い
ち

ま

な

べ

自
衛
官
の
募
集

◆
一
般
幹
部
候
補
生(

大
卒
程
度)

◇
応
募
資
格

平
成
30
年
４
月
１

日
現
在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満

※

学
士
等
取
得
状
況
に
よ
り
異
な

る
◆
一
般
幹
部
候
補
生(

院
卒
者)

◇
応
募
資
格

平
成
30
年
４
月
１

日
現
在
、
20
歳
以
上
28
歳
未
満

で
、修
士
課
程
修
了(

見
込
み
含

む)

者

◆
共

通

◇
応
募
期
限

５
月
５
日
(金)

◇
試
験
日

５
月
13
日
(土)
、14
日
(日)

※

14
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み

・
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

名
寄
出
張
所(

西
１
南
９)

０
１
６
５
４
②
３
９
２
１

問

申

無
料
土
日･

休
日
公
証
相
談

名
寄
公
証
役
場
で
は
こ
れ
ま
で

平
日(

９
時
～
17
時)

の
ほ
か
、

月
１
回
の
日
曜
無
料
公
証
相
談

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
か
ら
は
毎
週
土
日･

休
日
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

◆
と

き

平
成
29
年
４
月
～
平

成
30
年
３
月
の
土
日･

休
日

◆
と
こ
ろ

名
寄
公
証
役
場
（
西

１
南
９)

◆
内

容

遺
言
、任
意
後
見
、
離

婚
給
付
、尊
厳
死
宣
言
、
借
地
借

家
の
賃
貸
借
、会
社
定
款･

私
署

証
書
認
証
、
確
定
日
付
な
ど

※

事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

※

講
演
等
も
無
料
で
対
応
し
ま
す
。

※

守
秘
義
務
に
よ
り
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

・
名
寄
公
証
役
場(

西
１
南
９)

０
１
６
５
４
③
３
１
３
１

問

申

道
路
の
通
行
に
つ
い
て

◆
冬
期
間
通
行
止
め
の
解
除

◇
日
進
智
東
線

智
恵
文
（
Ｊ
Ｒ

旧
智
東
駅)

～
日
進(

智
東
橋)

間

４
月
21
日
(金)
通
行
開
始

◇
風
連
池
の
上
線

全
線

４
月
22
日
(土)
通
行
開
始

◆
道
路
の
通
行
に
は
注
意
を

融
雪
期
を
迎
え
、
市
内
の
道
路

は
冬
期
間
の
凍
結
に
よ
る
大
幅

な
段
差
や
破
損
な
ど
で
歩
行
者

は
も
と
よ
り
、
車
を
運
転
す
る

方
の
通
行
に
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、随

時
補
修
し
て
い
ま
す
が
、
十
分

注
意
し
て
、
安
全
な
通
行
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
著
し
い
舗
装
の
破
損
や

陥
没
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
整
備
課
管
理
係

２
階(

内
線
２
１
０)

風 問

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す

海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

人
々
と
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
主
な
活
動
内
容

カ
ナ
ダ(
リ
ン

ゼ
イ)

、
ロ
シ
ア(

ド
ー
リ
ン
ス

ク)

、台
湾
な
ど
の
国
際
交
流
事

業
に
お
け
る
通
訳
。

◆
対

象

市
内
に
在
住
で
、
外

国
人
と
会
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
方

※

国
籍
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
交
流
推
進
課
交
流
推
進
係

１
階(

内
線
３
６
１
）

問

申風問 

問
い
合
わ
せ

名

名
寄
庁
舎(

０
１
６
５
４
③
２
１
１
１
）

風

風
連
庁
舎(

０
１
６
５
５
③
２
５
１
１
）

申
し
込
み

申

Ｎａｙｏｒｏ Ｐｕｂｌｉｃ Ｒｅｌａｔｉｏｎ ２０１７．４２９



広
報
誌
は
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

土金月日 Sunday Monday Tuesday Wednesday Thursday Friday Saturday火 木水
April４月市民カレンダー

◆人口

全体 28,201人(-25)

男    13,796人(-15) 

女  14,405人(-10)

外国人住民登録者 64人(０)

◆世帯数

全体 14,247世帯(-2）

※( )は前月末比

名寄市の人口
平成29年２月末日現在 

Ａｉｒてっしで

市からのお知らせを放送中 

市からのお知らせやイベント

情報などを紹介しています。

◆放送

毎週月～金曜日 ① 8:10

②12:30

③17:10

※災害時には防災・緊急情報

をお知らせします。

文 …市民文化センター ス …スポーツセンター  北 …北国博物館 児 …児童センター よ …駅前交流プラザ｢よろーな｣天 …天文台

シ …ピヤシリシャンツェ福 …総合福祉センター 健 …なよろ健康の森ピ …ピヤシリスキー場 ふ …ふうれん地域交流センター

名寄市役所
開庁時間 [平日]8:45～17:30 01654③2111(交換)
 http://www.city.nayoro.lg.jp
 nayoro＠city.nayoro.lg.jp

◆名寄庁舎／〒096-8686 北海道名寄市大通南１丁目１番地
 01654②5644

◆風連庁舎／〒098-0507 北海道名寄市風連町西町196番地１
 01655③2510FAX

FAX

ＨＰ

◆発行／名寄市 ◆編集／総務部企画課広報推進係
◆印刷／吉川印刷株式会社

平成29年４月１日発行 第133号
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昭和の日2423 25

2220 21

26 27 28 29

30

広報５月号
配布予定日

北
よ

★無料法律相談
11:00

★自閉症啓発イベント
18:00～19:00 (名寄駅前)

ス

ス

児

児

児

★本の読み聞かせ
13:30

★コート開き
バスケットボール大会

 (16日まで)

ス

★高校春季
バスケットボール大会

 (23日まで)

ス

★高校春季
バレーボール大会

 (30日まで)

ス
★柔道昇段審査会

★及川幸雄･中田豪之
介二人展

 (16日まで)

北
★野外植物展

 (５月７日まで)

★春の交通安全運動
(15日まで)

★スプリングジャズ
ライブ
19:30

★全日本少年
フットサル
道北ブロック大会

ス

★紅花杯コート開き
バレーボール大会

児
★本の読み聞かせ

13:30

★入学･進級
おめでとう会
13:30～15:00

★本の読み聞かせと工作
13:30

天
★木星観望会

18:30～21:30(16日まで)

文
文

★北海道知事旗争奪
全道民謡決勝大会
13:00 文

★なよろカラオケ連合
交流の集い
13:00 文

★こども図書館まつり
[0～3歳]10:00
[3歳～小学校低学年]10:30

 (市立図書館本館)

★運転免許更新時講習会
違反14:00
一般17:30
優良19:00

文

★運転免許更新時講習会
優良13:00
一般14:00

児

★教育相談センター
夜間相談日
17:45～20:45

児

★教育相談センター
夜間相談日
17:45～20:45

風連陶芸センター陶芸教室
要予約

詳しくは
お問い合わせください

◆と き 4/13(木)､28(金)
① 9:00～12:00 ②13:00～16:00 ③18:00～21:00
※各15人まで

◆費 用 粘土代１kg200円
◆持ち物 エプロンなど
◆申し込み･問い合わせ 風連陶芸センター 01655③2743

小学生 １７時
中学生 １９時
高校生 ２１時
児童生徒補導協議会

(小中高等学校)

児童生徒の
帰宅時刻

★市立大学図書館
オープン

★市立大学入学式 ★小中学校入学式

★名寄高校入学式

★ピヤシリ大学入学式

★風連瑞生大学入学式★夜間窓口
17:30～19:30
市役所名寄庁舎

[納税窓口]２階[国保窓口]１階

５月の予定
★5/14

なよろ憲法記念ハーフマラソン
★5/28

かみかわ｢まるごと食べに｣よろーなフ
ェスタ～なよろアスパラまつり～

★5/30
東京スカパラダイスオーケストラライブ

(※チケットは完売)４/28 ５/７
※5/１は休館

GW中はピリカ望遠鏡を毎日夜間公開★

北天

ピリカ
 Week！
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